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第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁

アトサヌプリ

ア ト サ ヌ プ リ
（2019 年 11 月 30 日現在） 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認めら

れない。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変

更はない。 

○ 概況（2019 年６月～2019 年 11 月 30 日）
・表面活動（図１-①②、図２～８）

７月 29 日に実施した上空からの観測及び７月 30～31 日にかけて実施した現地調

査では、アトサヌプリ溶岩ドームに点在する噴気孔や熊落とし火口の状況に変化はな

く、赤外熱映像装置による観測でも地表面温度分布に特段の変化は認められなかっ

た。

Ｆ１噴気孔群及びＦ２噴気孔群の噴気の高さは火口上概ね 200ｍ以下で、噴気活動

は低調に経過した。 

・地震活動（図１-③④、図９）

火山性地震は少なく、地震活動は低調に経過した。

９月１日 06 時 59 分にアトサヌプリの西約３km 付近でマグニチュード 1.4（暫定

値）の地震が発生し、弟子屈町サワンチサップで震度１を観測した。また 10 月 18 日

06 時 12 分アトサヌプリの西約２㎞付近でマグニチュード 2.6（暫定値）の地震が発

生し、弟子屈町サワンチサップで震度２を観測した。これらの地震の震源付近では、

過去にも同規模の地震が時々発生している。地震の発生前後でアトサヌプリの火山活

動に変化は認められなかった。 

火山性微動は観測されなかった。 

・地殻変動（図 10）

GNSS 連続観測及び傾斜観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認めら

れなかった。

この資料は気象庁のほか、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び公益財団法人地震予

知総合研究振興会のデータを利用して作成した。
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第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

アトサヌプリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ アトサヌプリ 火山活動経過図（2010 年４月～2019 年 11 月 30 日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ２噴気孔群の噴気 

1000ｍ 

① 

② 

④ 

③ 

Ｆ１噴気孔群 

Ｆ２噴気孔群 

熊落し火口 

Ｆ１噴気孔群の噴気 

図２ アトサヌプリ 北東側から見た山体の状況 

     （９月29日、北東山麓監視カメラによる） 
図３ アトサヌプリ 写真及び赤外熱映像の

撮影方向 
    青矢印は上空からの撮影、赤矢印は地上か

らの撮影を示す。 

     この地図の作成には国土地理院発行の「電

子地形図（タイル）」を複製した。 
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第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

アトサヌプリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ１噴気孔群 
Ｆ２噴気孔群 

図４ アトサヌプリ 全景 北側上空（図３の①）から撮影 

熊落し火口 

2019 年７月 29 日 

国土交通省北海道開発局の協力による 

図５ アトサヌプリ 熱電対温度計によるＦ１・Ｆ２噴気孔群の最高温度（1963 年～2019 年） 

   ・2012 年頃から、それ以前と比較して噴気温度はやや低下した状態となっている。 
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第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

アトサヌプリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2019 年７月 31日 13 時 34 分

天気：晴 気温：36℃

2018 年７月 31日 14 時 51 分

天気：晴 気温：27℃

2019 年７月 31日 

2018 年７月 31日

図６ アトサヌプリ 赤外熱映像装置によるＦ１噴気孔群北側の地表面温度分布 
北側（図３の②から撮影） 

   ・前回（2018 年７月 31日）の観測と比べて地表面温度分布に特段の変化はなかった 

・白破線内の違いは噴気の影響と考えられる。 

図７ アトサヌプリ 赤外熱映像装置による熊落し火口の地表面温度分布 
東側（図３の③から撮影） 

・前回（2018 年７月 31日）の観測と比べて地表面温度分布に特段の変化はなかった。 

 

2019 年７月 31日 12 時 12 分 

天気：晴 気温：32℃ 

2018 年７月 31日 12 時 43 分

天気：曇 気温：25℃

2018 年７月 31日

2019 年７月 31日 
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アトサヌプリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年７月 31日 

2019 年７月 31日９時 19分

天気：晴 気温：32℃

2018 年７月 31日 

2018 年７月 31日 10 時 00 分

天気：曇 気温：25℃

図８ アトサヌプリ 赤外熱映像装置によるＦ２噴気孔群の地表面温度分布 
南東側（図３の④から撮影） 

・前回（2018 年７月 31日）の観測と比較して、地表面温度分布に特段の変化はなかった。 
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第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

アトサヌプリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９  アトサヌプリ 一元化震源による周辺の地震及び深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2019 年 11 月 30 日、Ｍ≧0.8、深さ 40km 以浅） 
○：1997 年 10 月１日～2019 年５月 31 日 

○：2019 年６月１日～2019 年 11 月 30 日 

○：深部低周波地震 

＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ(標高)」を使用した。 

  

震央分布図 時空間分布図（南北投影） 

屈斜路湖 

断面図（東西投影） 深さ 

アトサヌプリ 

＊１ ＊２ 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 
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第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

アトサヌプリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図10 アトサヌプリ GNSS連続観測による基線長変化（2010年10月～2019年11月30日） 

及び観測点配置図 
GNSS基線の①～④は観測点配置図の①～④に対応している。 

空白部分は欠測を示す。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

＊１:黒破線内の変化は、美留和西の局所的な動きによる。 

＊２：赤破線内の変化は、弟子屈(国)付近の樹木の影響及び伐採（2012 年９月下旬）による。 
  

（国）：国土地理院 

① 

② 

③ 

④ 

*１

*１*１ *２ 
*１*１ 
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第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

アトサヌプリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 アトサヌプリ 観測点配置図 
＋は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点は以下の記号を付している。 

（国）：国土地理院 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 
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アトサヌプリ※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

アトサヌプリ周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

アトサヌプリ

国土地理院

ＧＮＳＳ連続観測結果には特段の変化は見られません。

第１４５回火山噴火予知連絡会

43°40’
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アトサヌプリ
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期間: 2014/12/01～2019/10/14 JST

2015/1/1 7/1 2016/1/1 7/1 2017/1/1 7/1 2018/1/1 7/1 2019/1/1 7/1

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2015/1/1 7/1 2016/1/1 7/1 2017/1/1 7/1 2018/1/1 7/1 2019/1/1 7/1

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2015/1/1 7/1 2016/1/1 7/1 2017/1/1 7/1 2018/1/1 7/1 2019/1/1 7/1

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2015/1/1 7/1 2016/1/1 7/1 2017/1/1 7/1 2018/1/1 7/1 2019/1/1 7/1

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院
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第１４５回火山噴火予知連絡会  国土地理院 

 アトサヌプリ 

アトサヌプリの SAR干渉解析結果について 

 

(b) 2018/09/17-2019/09/16 

(a) 2018/09/10-2019/09/09 
 (a) (b) 

衛星名 ALOS-2 ALOS-2 

観測日時 

2018/09/10 
2019/09/09 

11:27頃 
(364日間) 

2018/09/17 
2019/09/16 

23:12頃 
(364日間） 

衛星進行方向 南行 北行 
電波照射方向 右 右 
観測ﾓｰﾄﾞ* U-U H-H 
入射角 42.0° 35.9° 
偏波 HH HH 

垂直基線長 - 50 m + 39 m 
*U: 高分解能(3m)モード 
*H: 高分解能(6m)モード 
 

判読）ノイズレベルを超える変動は見られません。 

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 

国土地理院 GNSS観測点 

背景：地理院地図 標準地図・陰影起伏図・傾斜量図 
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第 145 回火山噴火予知連絡会                        気象庁 

雌阿寒岳 

雌 阿 寒 岳 
（2019 年 11 月 30 日現在） 

 
中マチネシリ火口付近の地震回数はやや多いものの、ポンマチネシリ火

口の地震は少なく、噴煙活動も低調に経過しており、火山活動は概ね静穏

に経過している。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に

変更はない。 

 

○ 概況（2019 年６月～2019 年 11 月 30 日） 
・表面活動（図１-①～⑥、図２～８） 

６月３～７日及び９月30日～10月３日に現地調査を、７月29日に上空からの観測（国土

交通省北海道開発局の協力による）を実施した。６月の現地調査でポンマチネシリ第４火口

内の地表面温度にごくわずかな温度の上昇が認められ、温度のやや高い状態は10月の現地調

査でも認められた。ポンマチネシリ 96-1 火口や赤沼火口及び中マチネシリ火口の噴煙や噴

気、地熱域の状況に特段の変化は認められなかった。 

監視カメラによる観測では、ポンマチネシリ96-1火口の噴煙及びその他の火口の噴気の高

さは火口縁上概ね200ｍ以下で、噴煙及び噴気活動は低調に経過した。 

 

・地震及び微動の発生状況（図１-⑦⑧、図９～12） 

７月下旬から８月上旬にかけて、中マチネシリ火口の標高０㎞付近を震源とする地震が増

加した。中マチネシリ火口付近の地震回数は増減を繰り返しながら、2014年以前と比べると

やや多い状態が続いている。 

ポンマチネシリ火口の地震は、2019年１月以降は赤沼火口直下を震源とする地震がやや多

く、2018年11月に増加したポンマチネシリ火口南東の地震は少なかった。 

今期間、火山性微動は観測されなかった。 
 

・地殻変動（図 13～15） 

６月及び９月下旬から10月上旬にかけて実施した山頂付近のGNSS繰り返し観測では、

ポンマチネシリ赤沼火口付近の基線で2018年から伸びの変化がみられた。この変化は

火口浅部の膨張によるものと考えられる。 

広域のGNSS連続観測では、2016年10月下旬以降、雌阿寒岳の北東側に膨張源が推定される

地殻変動が観測されていたが、2018年頃から停滞又は収縮に転じていると考えられる。 

傾斜計による観測および山頂部を挟むGNSSの連続観測では山頂付近の地殻変動を示す変化

は認められなかった。 

 
 
 
 
 
 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、北海道大学、北海道及び地方独立行政法人北海道総合研究機構地質研究所、国

立研究開発法人防災科学技術研究所及び公益財団法人地震予知総合研究振興会のデータを利用して作成した。 

13



第 145 回火山噴火予知連絡会                        気象庁 

雌阿寒岳 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１ 

＊１ 

図１ 雌阿寒岳 火山活動経過図（1973 年１月～2019 年 11 月 30 日） 
＊１：2012 年から分解能が高い測定機器に変更したため、同じ対象を観測した場合でもこれ

までの機器より高めの温度が観測される傾向がある。 
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雌阿寒岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ 雌阿寒岳 写真及び赤外熱映像の撮影方向 

青矢印は上空からの撮影、赤矢印は地上からの撮影を示す。 

この地図の作成には国土地理院発行の「電子地形図（タイル）」を複製した。 

ポンマチネシリ 96-1 火口の噴煙 

中マチネシリ火口の噴気 

図２ 雌阿寒岳 南東側から見た山体の状況 

（11月18日、上徹
かみてし

別
べつ

監視カメラによる） 

５ 

３ 

２ 

４ 

１ 

中マチネシリ火口 

ポンマチネシリ赤沼火口 

ポンマチネシリ96-1火口 

ポンマチネシリ第３・第４火口 

６ 
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雌阿寒岳 

図５ 雌阿寒岳 ポンマチネシリ火口（左）及び中マチネシリ火口（右）の状況 
左：2019 年７月 29 日 10 時 33 分 南東側上空の海抜約 1,670ｍから撮影（図３-②） 

右：2019 年７月 29 日 10 時 36 分 南東側上空の海抜約 1,610ｍから撮影（図３-③） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 雌阿寒岳 全景 
2019 年７月 29 日 10 時 28 分 東側上空の海抜約 2,200ｍから撮影（図３-①） 

国土交通省北海道開発局の協力による 

国土交通省北海道開発局の協力による 国土交通省北海道開発局の協力による 

中マチネシリ火口 

ポンマチネシリ火口 
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2019 年 10 月１日 12 時 33 分 
天気：晴 気温：18℃ 

96-1 火口 

第４火口 

第３火口 

2019 年６月４日 13 時 25 分 
天気：曇 気温：17℃ 

地表面温度の上昇
がみられた領域 

2018 年 10 月３日 12 時 11 分 
天気：晴 気温：７℃ 

図６ 雌阿寒岳 赤外熱映像装置によるポンマチネシリ第３火口及び第４火口の地表面温度分布 
西側（図３の④）から撮影 

白矢印は同じ岩を示す 

・６月の観測で第４火口内の地表面温度にわずかな上昇が認められた。温度の上昇した状態

は10月の観測でも認められた。 
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85℃ 

2019 年６月４日 14 時 21 分 
天気：曇 気温：14℃ 

西方噴気孔 

06 火口群 

2019 年 10 月１日 13 時 36 分 
天気：晴 気温：20℃ 

82℃ 

72℃ 

2018 年 10 月３日 13 時 28 分 
天気：晴 気温：９℃ 

図７ 雌阿寒岳 赤外熱映像装置による赤沼火口の地表面温度分布 
東側（図３の⑤）から撮影 

・噴気の勢いや地表面温度分布に特段の変化はない。 

・西方噴気孔の最高温度は、2015年以降、約70℃～90℃で推移している。 
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2019 年 10 月３日 11 時 24 分 
天気：薄曇 気温：18℃ 

2019 年６月３日 16 時 32 分 
天気：快晴 気温：14℃ 

2018 年 10 月５日 10 時 45 分 
天気：晴 気温：13℃ 

図８ 雌阿寒岳 赤外熱映像装置による中マチネシリ火口の地表面温度分布 
南東側（図３の⑥）から撮影 

・地表面温度分布に特段の変化はない。 

（上図のそれぞれの地表面温度分布には噴気の影響が含まれている。 
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図９ 雌阿寒岳 震源分布図（2004 年 10 月～2019 年 11 月 30 日） 
●：2004 年 10 月１日～2019 年５月 31 日の震源 

●：2019 年６月１日～2019 年 11 月 30 日の震源 

＋印は地震観測点、↑は噴火を示す。 

一部観測点の欠測のため震源決定数や震源精度は一定で

はない。 

図 11（Ｃ、Ｄ、Ｅ）で説明している中マチネシリ火口付

近の地震は、左図の黒点線内の地震を指す。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメ

ッシュ（標高）」を使用した。 

2011年３月１日から気象庁以外の機関の観測点も計算に

使用している。 

 

・地震は、ポンマチネシリ火口の標高０～１km 付近（黒線内）、

及び中マチネシリ火口標高０km～海面下１km（黒点線内）で

発生した。 

・ポンマチネシリ火口の地震は、2019年１月以降は赤沼火口直下を

震源とする地震がやや多く、2018年11月に増加したポンマチネシ

リ火口南東の地震は少なく経過した。 

・７月下旬～８月上旬にかけて中マチネシリ火口の標高０km付

近を震源とする地震が増加した（青線内）。この領域では２

月中旬～下旬にも地震が増加している。 

・中マチネシリ火口付近の地震（黒点線内）は、増減を繰り返

しながら、2014 年以前と比べるとやや多い状態にある 

（図 11（Ｃ、Ｄ、Ｅ））。 

Ｂ 

Ａ 

深さ 深さ 

震央分布図 

断面図（Ａ-Ｂ投影） 

時空間分布図（Ａ-Ｂ投影） 

深さの時系列分布図 
Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ａ 

年 

年 

Ｃ 

Ｄ 

Ｃ Ｄ 
時空間分布図（Ｃ-Ｄ投影） 

年 

赤沼火口 

直下の地震 

ポンマチネシリ

火口南東の地震 

2005 

2006 

2007 

2008 

2009 

2010 

2011 

2012 

2013 

2014 

2015 

2016 

2017 

2018 

2019 
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日回数 

［回］ 
積算回数 

［回］ 雌阿寒岳 火山性地震の日回数及び積算回数 

振幅 

[μm] 
振幅積算 

[μm] 

雌阿寒岳 火山性地震の振幅時系列及び振幅積算(オンネトー南東 上下変位) 

雌阿寒岳 中マチネシリ火口付近の地震の振幅時系列及び 

振幅積算(オンネトー南東 上下変位) 

日回数 

［回］ 

積算回数 

［回］ 雌阿寒岳 中マチネシリ火口付近の地震回数及び積算回数 

(Ａ) 

(Ｂ) 

(Ｃ) 

(Ｄ) 

図10 雌阿寒岳 日別地震回数及び振幅時系列 

   (Ａ)～(Ｄ)：2003年１月～2019年11月30日 (Ｅ)：2018年１月～2019年11月30日 
         計数基準(Ａ～Ｄ)：オンネトー南東で0.05μm以上、S-P時間２秒以内の火山性地震。 

図中の↑は 2006 年３月及び 2008 年 11 月の噴火を示す。 

・2019 年２月中旬～下旬、及び７月下旬から８月上旬にかけて中マチネシリ火口の標高０km付近を

震源とする地震が増加した（図９の青線内）(Ｃ、Ｄ、Ｅ)。 

・中マチネシリ火口付近の地震（図９の黒点線内）は、増減を繰り返しながら、2014 年以前と比べ

るとやや多い状態にある(Ｃ、Ｄ、Ｅ)。 

振幅積算 

[μm] 

振幅 

[μm] 

年 

年 

年 

雌阿寒岳 中マチネシリ火口付近の地震回数及び積算回数 
積算回数 

［回］ 

日回数 

［回］ 

(Ｅ) 

年/月 

年 
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震央分布図 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 

○：1997 年 10 月１日～2019 年５月 31 日 

○：2019 年６月１日～2019 年 11 月 30 日 

雄阿寒岳 
雌阿寒岳 

領域 a 

領域 b 

領域 c 

領域 d 

図 11 雌阿寒岳 一元化震源による周辺の地震活

動経過（1997 年 10 月～2019 年 11 月 30

日、Ｍ≧0.5、深さ 30km 以浅、深部低周波

地震を除く） 
＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の

追加に伴い検知能力が向上し

ている。 

＊２：2010 年 10 月以降、火山観測

点の追加に伴い検知能力が向

上している。 

領域ａ～ｆは、震央分布図の各領域

に対応している。 

この地図の作成には国土地理院発行

の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」

を使用した。 

 

・領域 b（雌阿寒岳周辺）では、2015 年

頃から中マチネシリ火口付近や東山腹

などの浅い地震がやや増加している。 

・領域 c（阿寒湖の北側）で 2015 年６月

に活発化した地震活動は、その後次第

に低下しながらも継続している。 

・領域 f（フップシ岳付近）では、2017

年６月頃から 2018 年にかけて浅い地震

がやや増加した。 

阿寒湖 
＊２ ＊１ 

領域 e 

フレベツ岳 

フップシ岳 

領域 a 

領域 b 

領域 c 

領域 d 

領域 e 

領域 f 

阿寒富士 
年 

年 

年 

年 

年 

年 

回 

回 

回 

回 

回 

回 

領域 f 
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図 12 雌阿寒岳 一元化震源による深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2019 年 11 月 30 日 Ｍ≧0.5、深さ 40km 以浅） 
図中の↑印は 2006 年３月及び 2008 年 11 月の噴火を示す。 

＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50m メッシュ（標高）」を使用した。 

＊１ ＊２ 

阿寒湖 

雌阿寒岳 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 

   震央分布図 

エネルギー積算図 

深さの時系列分布図 断面図（東西投影） 深さ 深さ 

年 

年 

年 

回 
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 図 13 雌阿寒岳 飽
あく

別
べつ

川
がわ

上流観測点における傾斜変動 

（2018 年 12 月～2019 年 11 月 30 日、時間値、潮汐補正済み） 

・雌阿寒岳浅部の火山活動によるとみられる傾斜変動は認められなかった。 

200 回/日 

200mm/日 

４μラジアン 

0.1℃ 
NE up 

飽別川上流 
傾斜 NS 

飽別川上流 
傾斜 EW 

飽別川上流 
地中温度 

融雪 
融雪 

降水 

降水 

降水 

降水 
降水 

ｵﾝﾈﾄｰ南東 
地震日回数 

阿寒湖畔 
日降水量 

月 

年 

降水 降水 

降水 
降水 
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図14 雌阿寒岳 GNSS連続観測による基線長変化（2006年４月～2019年11月30日）及び観測点配置図 
GNSS基線①～⑤は観測点配置図の①～⑤に対応している。 

広域観測点配置図の破線は右の観測点配置図の範囲を示す。 

基線図中の▲は2006年３月及び2008年11月のごく小規模な水蒸気噴火を示す。 

基線の空白部分は欠測を示す。また、点線円の変動は、凍上や積雪の影響による変化を示す。 

2010 年 10 月及び 2016 年１月に解析方法を変更している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「電子地形図（タイル）」を複製した。 

・基線④、⑤で2016年10月下旬から観測されていた伸びの変化は、2018年頃から停滞又は収縮に

転じていると考えられる。 

（国）：国土地理院  （北）：北海道大学 

（道地）：地方独立行政法人北海道立総合研究機構地質研究所 

2013 年 10 月 10 日ポンマチ南西
からポンマチ南２に変更 

2013 年 10 月 10 日ポンマチ南西
からポンマチ南２に変更 

2013 年 10 月 10 日ポンマチ南西
からポンマチ南２に変更 

広域観測点配置図 観測点配置図（2013 年 10 月以降） 
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ME22 

ME07 

ME56 

ME06 

ポンマチネシリ

96-1 火口 

ME03 
ME01 

ME02 200m 

図 15 雌阿寒岳 GNSS 繰り返し観測によるポンマチネシリ火口付近の水平距離変化及び観測点配置図 

（2003 年７月～2019 年 10 月） 
GNSS 基線①～⑧は観測点配置図の①～⑧に対応している。 
図中の▲は2006年３月及び2008年11月の噴火を示す。 

この地図の作成には国土地理院発行の「電子地形図（タイル）」を複製した。 

・2019 年６月及び 10 月の観測では、ポンマチネシリ赤沼火口付近の基線で伸びの変化がみられて

おり、山体浅部の膨張による変動の可能性がある。 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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図 16 雌阿寒岳 観測点配置図 
各機器の配置図は、広域図内の□で示した領域を拡大したものである。 

＋印は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点は以下の記号を付している。 

（国） ：国土地理院 

（北） ：北海道大学 

（道） ：北海道 

（道地）：地方独立行政法人北海道立総合研究機構地質研究所 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 
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雌阿寒岳における地磁気全磁力変化 

 
○観測の結果 

雌阿寒岳における 2019 年 11 月までの地磁気全磁力変化について報告する。 

第１図に雌阿寒岳における全磁力連続観測点（以下、連続観測点）ポンマチ南東（MEA）、ポンマチ南

東２（ME2）、ポンマチ南東３（ME3）と全磁力繰り返し観測点（以下、繰り返し観測点）の位置を示す。 

第２図に MEA における火山活動に伴う全磁力変化を示す。全磁力値は、連続観測点で得られた全磁力

日平均値と女満別観測施設（MMB、雌阿寒岳の北北東約 60km）での全磁力日平均値との差に年周変化と

太陽活動に伴う DI 効果を補正して求めている。第３図に 2016 年以降の各連続観測点の全磁力変化を、

第４図に 2016 年以降の各連続地点間の全磁力日平均値差を示す。参考までに、第５図に第２図の各種

補正前の全磁力変化を、第６図に各連続観測点の年周変化を、第７図に MEA の太陽活動に伴う DI効果＊

を示す。第８図に 2019 年６月までの各繰り返し観測点における観測の結果を示す。 

96-1 火口南側で実施している全磁力連続観測によると、全磁力は 2016 年 10 月頃からやや増加傾向が

みられたが、2018 年８月頃から概ね横ばいで推移している。この結果から、96-1 火口南側の地下では、

2016 年 10 月頃から継続していた温度の低下傾向は 2018 年８月頃から停滞していると考えられる。 

2019 年６月に実施した全磁力繰り返し観測によると、2018 年６月から 2019 年６月の間に全磁力の変

化は見られなかった。2016 年、2017 年、2018 年の全磁力繰り返し観測からは、2016 年 6 月から 2018

年 6 月に 96-1 火口南側の地下に帯磁源が推定されたが、2018 年６月から 2019 年６月の繰り返し観測か

らは 96-1 火口南側の地下では顕著な温度変化はなかったと考えられる。 

＊：観測点間の偏角・伏角の差異と観測点間に共通の磁場変化によって生じる見かけの全磁力変

化。 

 

96-1 火口南側で実施している全磁力連続観測によると、全磁力は 2016 年 10 月頃から

やや増加傾向がみられたが、2018 年８月頃から概ね横ばいで推移している。2019 年６月

に実施した全磁力繰り返し観測によると、2018 年６月から 2019 年６月の間に全磁力の

変化は見られなかった。これらの結果から、96-1 火口南側の地下では、2016 年 10 月頃

から継続していた温度の低下傾向は 2018 年８月頃から停滞していると考えられる。 
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第１図  全磁力観測点配置図 

二重丸  は連続観測点を、一重丸○ は繰り返し観測点（色は第８図と対応。 ：１、２、３、４、

19、36、37、40、43 は観測終了）を示す。等高線は 10m 間隔。ポンマチ南東（MEA）は 2003 年 10 月

16 日に、ポンマチ南東２（ME2）は 2013 年９月 28日に、ポンマチ南東３（ME3）は 2014 年９月３日

に観測を開始した。この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地

図 10m メッシュ（火山標高）』を使用した。（承認番号 平 29 情使、第 798 号） 
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第145回火山噴火予知連絡会                      気象庁地磁気観測所 

雌阿寒岳 

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

5n
T/

di
v

96-1火口及び第4火口で

ごく小さな噴火発生

赤沼火口及び北西斜面

でごく小さな噴火発生

 

第２図 ポンマチ南東（MEA）と女満別観測施設（MMB）の全磁力日平均値差（2003 年 10 月 16 日～2019

年 11 月 30 日） 

年周変化及び太陽活動に伴う DI 効果＊の補正を実施。 

＊：観測点間の偏角・伏角の差異によって生じる見かけの全磁力変化。 
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第３図 連続観測点（MEA、ME2、ME3）と女満別観測施設（MMB）の全磁力日平均値差（2016 年１月１日

～2019 年 11 月 30 日） 

第２図に同じ。なお、図中の※は伝送障害のため未処理の期間、矢印↓は火山性微動の発生日を示

す。 
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第４図 連続観測点（MEA、ME2、ME3）間の全磁力日平均値差（2016 年１月１日～2019 年 11 月 30 日） 

第３図に同じ。 

第３、４図の表示期間 

※ 

※ 

※ 
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第145回火山噴火予知連絡会                      気象庁地磁気観測所 

雌阿寒岳 

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

5n
T/

di
v

96-1火口及び第4火口で

ごく小さな噴火発生

赤沼火口及び北西斜面

でごく小さな噴火発生

 

第５図 ポンマチ南東（MEA）と女満別観測施設（MMB）の全磁力日平均値差（2003 年 10 月 16 日～2019

年 11 月 30 日） 

年周変化と太陽活動に伴う DI効果＊の補正前。 

＊：観測点間の偏角・伏角の差異によって生じる見かけの全磁力変化。 

 

-0.8
-0.6
-0.4
-0.2
0.0
0.2
0.4
0.6
0.8

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12

ME3-MMB

MEA-MMB

 

第６図 連続観測点（MEA、ME3）と女満別観測施設（MMB）の全磁力日平均値差の年周変化 

ME2 の年周変化は小さく不明瞭のため図示していない。 
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第７図 女満別観測施設地磁気水平成分（HMMB）から求めたポンマチ南東（MEA）の太陽活動に伴う DI

効果＊（2003 年 10 月 16 日～2019 年 11 月 30 日） 

図中の係数Cは、0.0242。同様に、ME2、ME3について求められた係数Cは、ME2が 0.0191、ME3が0.0327。 

＊：観測点間の偏角・伏角の差異によって生じる見かけの全磁力変化。 

 

 

 

月 

[nT] 

［nT］ 

(HMMB－26190)×C 
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第145回火山噴火予知連絡会                      気象庁地磁気観測所 

雌阿寒岳 

 

第８図 繰り返し観測点における全磁力変化（MMB 基準、1992 年９月～2019 年６月） 

 各繰返し観測実施日における連続観測点の値もプロットしてある（観測点の色は図１と対応）。 

点線は地形変化や観測地点変更がある場合、破線は観測間隔が 1年を越える場合を示す。 

  *1：地形変化の影響があると思われる（No.7,29） 

  *2：観測点の位置変更による影響があると思われる（No.32） 

*1 

*2 

*1 
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雌阿寒岳・雄阿寒岳

雌阿寒岳・雄阿寒岳周辺の各観測局情報

雌阿寒岳･雄阿寒岳周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

雌阿寒岳・雄阿寒岳

国土地理院・気象庁第１４５回火山噴火予知連絡会

顕著な地殻変動は観測されていません。

43°30’

43°20’

43°10’

143°40’ 143°50’ 144°00’ 144°10’ 144°20’

雌阿寒岳

雄阿寒岳

950122
鶴居

020873
陸別

179091
Ｍ雌阿寒

940005
弟子屈

950121
足寄

950124
阿寒１

960513
阿寒２ 10

1

8

6
7

94

3

25

㎞020

雌阿寒岳

179091
Ｍ雌阿寒

J053
剣ヶ峰南西

960513
阿寒２

J055
飽別川上流

J056
ポンマチ南２

J057
雌阿寒温泉南２ 14

13

11

15

12

㎞40

点番号 点名 日付 保守内容
940005 弟子屈 20161021 アンテナ交換

20180220 アンテナ交換
950121 足寄 20160810 伐採

20180220 アンテナ交換
20190219 受信機交換

950124 阿寒１ 20171116 受信機交換
20180301 伐採

960513 阿寒２ 20180228 伐採
020873 陸別 20161220 アンテナ交換
179091 M雌阿寒 20170607 新設
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雌阿寒岳・雄阿寒岳※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院・気象庁第１４５回火山噴火予知連絡会

基線変化グラフ（長期） 基線変化グラフ（短期）

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院・気象庁
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(1) 陸別(020873)→阿寒２(960513)　斜距離 基準値：26649.333ｍ
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(3) 弟子屈(940005)→阿寒２(960513)　斜距離 基準値：30858.946ｍ
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(4) 足寄(950121)→阿寒２(960513)　斜距離 基準値：45090.806ｍ
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(4) 足寄(950121)→阿寒２(960513)　斜距離 基準値：45090.803ｍ

期間: 2018/11/01～2019/11/09 JST
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(5) 陸別(020873)→阿寒１(950124)　斜距離 基準値：49522.387ｍ

2018/02/28　伐採

2017/06/07 M雌阿寒 観測開始

2015 2016 2017 2018 2019

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(6) 阿寒２(960513)→Ｍ雌阿寒(179091)　斜距離 基準値：3651.318ｍ
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(7) 陸別(020873)→Ｍ雌阿寒(179091)　斜距離 基準値：26198.687ｍ

2018/03/01 伐採

2017/06/07 M雌阿寒 観測開始

2015 2016 2017 2018 2019

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(8) 阿寒１(950124)→Ｍ雌阿寒(179091)　斜距離 基準値：32331.593ｍ
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(7) 陸別(020873)→Ｍ雌阿寒(179091)　斜距離 基準値：26198.680ｍ

2019/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(8) 阿寒１(950124)→Ｍ雌阿寒(179091)　斜距離 基準値：32331.589ｍ
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雌阿寒岳・雄阿寒岳※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

第１４５回火山噴火予知連絡会 国土地理院・気象庁

・雌阿寒温泉南２（J057）に関連する基線の「基線変化グラフ」（(11)のグラフ）で2017年４月中旬の値にステップ状
　の変化が生じていますが、低気圧の影響と考えられます。

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院・気象庁

基線変化グラフ（長期） 基線変化グラフ（短期）

2017/06/07 M雌阿寒 観測開始
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(9) 足寄(950121)→Ｍ雌阿寒(179091)　斜距離 基準値：42799.975ｍ
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(10) 弟子屈(940005)→Ｍ雌阿寒(179091)　斜距離 基準値：33038.603ｍ
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(11) 阿寒２(960513)→雌阿寒温泉南２(J057)　斜距離 基準値：9215.471ｍ
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(12) 阿寒２(960513)→ポンマチ南２(J056)　斜距離 基準値：8966.535ｍ

期間: 2014/11/01～2019/11/09 JST
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(9) 足寄(950121)→Ｍ雌阿寒(179091)　斜距離 基準値：42799.968ｍ
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(10) 弟子屈(940005)→Ｍ雌阿寒(179091)　斜距離 基準値：33038.609ｍ
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(11) 阿寒２(960513)→雌阿寒温泉南２(J057)　斜距離 基準値：9215.501ｍ
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(12) 阿寒２(960513)→ポンマチ南２(J056)　斜距離 基準値：8966.562ｍ

期間: 2018/11/01～2019/11/09 JST
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(13) 阿寒２(960513)→飽別川上流(J055)　斜距離 基準値：10095.257ｍ
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(14) 雌阿寒温泉南２(J057)→ポンマチ南２(J056)　斜距離 基準値：2462.421ｍ
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(15) ポンマチ南２(J056)→飽別川上流(J055)　斜距離 基準値：4514.178ｍ
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(13) 阿寒２(960513)→飽別川上流(J055)　斜距離 基準値：10095.296ｍ
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(14) 雌阿寒温泉南２(J057)→ポンマチ南２(J056)　斜距離 基準値：2462.431ｍ
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(15) ポンマチ南２(J056)→飽別川上流(J055)　斜距離 基準値：4514.183ｍ
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雌阿寒岳・雄阿寒岳

雌阿寒岳・雄阿寒岳周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図(2)

国土地理院・気象庁第１４５回火山噴火予知連絡会

※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院・気象庁
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雌阿寒岳・雄阿寒岳周辺の各観測局情報

点番号 点名 日付 保守内容
020868 津別 20150730 アンテナ交換

20150908 受信機交換
20170531 伐採

950122 鶴居 20190221 受信機交換

１次トレンド除去後グラフ １次トレンド除去後グラフ
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雌阿寒岳・雄阿寒岳※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院・気象庁第１４５回火山噴火予知連絡会

国土地理院・気象庁●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院・気象庁
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雌阿寒岳・雄阿寒岳

国土地理院・気象庁第１４５回火山噴火予知連絡会

国土地理院・気象庁

※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

１次トレンド除去後グラフ １次トレンド除去後グラフ

2015 2016 2017 2018 2019

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ347.17435：値準基離距斜　)221059(居鶴→)378020(別陸 )7(

2015 2016 2017 2018 2019

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ003.60364：値準基西東　)221059(居鶴→)378020(別陸 )7(

2015 2016 2017 2018 2019

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ720.73762-：値準基北南　)221059(居鶴→)378020(別陸 )7(

2015 2016 2017 2018 2019

㎝
8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ350.471-：値準基高比　)221059(居鶴→)378020(別陸 )7(

期間: 2014/11/01～2019/11/09 JST

2015 2016 2017 2018 2019

㎝

4

2

0

-2

-4

-6

-8

(8) 足寄(950121)→雌阿寒温泉南２(J057)　斜距離 基準値：36087.883ｍ
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(8) 足寄(950121)→雌阿寒温泉南２(J057)　南北 基準値：11684.527ｍ
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(8) 足寄(950121)→雌阿寒温泉南２(J057)　比高 基準値：598.327ｍ
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(9) 足寄(950121)→ポンマチ南２(J056)　斜距離 基準値：37281.280ｍ
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(10) 足寄(950121)→飽別川上流(J055)　比高 基準値：678.202ｍ
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解]
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雌阿寒岳・雄阿寒岳

雌阿寒岳・雄阿寒岳周辺の地殻変動（水平：１年）　一次トレンド除去

雌阿寒岳・雄阿寒岳周辺の地殻変動（水平：３か月）　一次トレンド除去

国土地理院・気象庁第１４５回火山噴火予知連絡会

固定局:陸別(020873) 国土地理院・気象庁

固定局:陸別(020873) 国土地理院・気象庁

基準期間:2019/07/31～2019/08/09[F3:最終解]
比較期間:2019/10/31～2019/11/09[R3:速報解] 計算期間:2013/04/01～2015/04/01
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1㎝

白抜き矢印：保守等によるオフセットを補正

基準期間:2018/10/31～2018/11/09[F3:最終解]
比較期間:2019/10/31～2019/11/09[R3:速報解] 計算期間:2013/04/01～2015/04/01
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白抜き矢印：保守等によるオフセットを補正
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第１４５回火山噴火予知連絡会  国土地理院 

 雌阿寒岳・雄阿寒岳 

雌阿寒岳・雄阿寒岳の SAR 干渉解析結果について 

 

判読）ノイズレベルを超える変動は見られません。 

衛星進行方向 

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向

(a) 2019/08/03-2019/10/26 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

 (a) (b) 
衛星名 ALOS-2 ALOS-2 

観測日時 

2019/08/03 
2019/10/26 

11:34 頃 
(84 日間) 

2019/05/13 
2019/10/28 

23:12 頃 
(168 日間） 

衛星進行方向 南行 北行 
電波照射方向 右 右 
観測ﾓｰﾄﾞ*1 U-U U-U 
入射角*2 34.9° 33.2° 
偏波 HH HH 

垂直基線長 + 179 m - 145 m 
*1U: 高分解能(3m)モード 
*2  雌阿寒岳における入射角 
 

(b) 2019/05/13-2019/10/28 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 
背景：地理院地図 標準地図・陰影起伏図・傾斜量図 

◎ 国土地理院 GNSS 観測点 

○ 国土地理院以外の GNSS 観測点 
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第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

大雪山 

大 雪 山 
（2019 年 11 月 30 日現在） 

 
火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認めら

れない。 

噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 
 

○ 概況（2019 年６月～2019 年 11 月 30 日） 

・表面活動（図１-①、図２～10） 

７月 19 日に実施した上空からの観測（国土交通省北海道開発局の協力による）

及び８月 26 日から 28 日にかけて実施した現地調査では、旭岳地獄谷爆裂火口の噴

気の状況や地表面温度分布に特段の変化はなかった。 

監視カメラによる観測では、旭岳地獄谷爆裂火口の噴気の高さは火口上 200ｍ以

下で、噴気活動は低調に経過した。 

 

・地震活動（図１-②～④、図 11） 

火山性地震は少なく、地震活動は低調に経過した。 

火山性微動は観測されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料は気象庁のほか、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び公益財団法人地震予知総合研究

振興会のデータを利用して作成した。 

図１ 大雪山 火山活動経過図（2010 年４月～2019 年 11 月 30 日） 
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第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

大雪山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 大雪山 西側から見た旭岳の状況（11月26日、忠
ちゅう

別
べつ

湖
こ

東
ひがし

監視カメラによる） 

 

 

 

 

 

  

旭岳地獄谷爆裂火口の噴気 
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第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

大雪山 

図４ 大雪山  赤外熱映像装置による旭岳地獄谷爆裂火口の地表面温度分布  

上：西側上空（図３-①）から撮影 

下：西側上空（図３-②）から撮影 

下図、赤外熱映像内の白枠は、可視画像の撮影範囲を示す 

・旭岳地獄谷爆裂火口の噴気の状況や地表面温度分布に特段の変化はなかった。 

（今回の観測時は気象条件が悪く（天気：雨）、可視画像・赤外熱映像ともに不明瞭に

なっている） 

図３ 大雪山  上空からの写真及び赤外熱映像の撮影方向 
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2019 年５月 13 日 
国土交通省北海道開発局の協力による 
 

Ｉ-1,2 

2019 年７月 19 日 
国土交通省北海道開発局の協力による 
 

Ｉ-1,2 

Ｉ-6～9 Ｉ-5 

Ｉ-4 

2019 年５月 13日 13 時 08 分 天気：晴 
国土交通省北海道開発局の協力による 
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Ｉ-6～9 
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2019 年７月 19日 11 時 15 分 天気：雨 

国土交通省北海道開発局の協力による 

①  

②  

1km 

43



第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

大雪山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 大雪山 旭岳地獄谷爆裂火口内の噴気孔の位置（破線囲み）および写真の撮影方向（矢印） 

I-1､I-2 噴気孔 

I-6～I-9 噴気孔群 

I-5 噴気孔群 

②  ①  

I-3､I-4 噴気孔 

③ 

2018 年８月 20 日 15 時 15 分 曇 15℃ 2018 年８月 20 日 

2019 年８月 26 日 15 時 21 分 曇 ９℃ 2019 年８月 26 日 

図６ 大雪山 赤外熱映像装置による旭岳地獄谷爆裂火口内のⅠ-１噴気孔の地表面温度分布 
南西側（図５の①）から撮影 

・噴気の勢いや地表面温度分布に特段の変化は認められなかった。 
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2018 年８月 20 日 2018 年８月 20 日 15 時 15 分 曇 15℃ 

2019 年８月 26 日 15 時 39 分 曇 ９℃ 2019 年８月 26 日 

図７ 大雪山 赤外熱映像装置による旭岳地獄谷爆裂火口内のⅠ-２噴気孔の地表面温度分布 
南西側（図５の①）から撮影 

・噴気の勢いや地表面温度分布に特段の変化は認められなかった。 

2019 年８月 27 日 

2018 年８月 21 日 2018 年８月 21 日 10 時 32 分 曇 17℃ 

2019 年８月 27 日 11 時 56 分 曇 13℃ 

図８ 大雪山 赤外熱映像装置による旭岳地獄谷爆裂火口内のⅠ-５噴気孔群の地表面温度分布 
南側（図５の②）から撮影 

・噴気の勢いに特段の変化は認められませんでした。 

・噴気の影響で一部見え方に違いがありますが、地表面温度分布に特段の変化は認められな

かった。 
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2019 年８月 27 日 

2018 年８月 21 日 2018 年８月 21 日 09 時 48 分 曇 17℃ 

2019 年８月 27 日 13 時 40 分 曇 15℃ 

図９ 大雪山 赤外熱映像装置による旭岳地獄谷爆裂火口内のⅠ-６～I-９噴気孔群の地表面温度分布 
南西側（図５の③）から撮影 

・噴気の勢いや地表面温度分布に特段の変化は認められなかった。 

図10 大雪山 各噴気孔における噴気温度の推移 
熱電対温度計を用いて、各噴気孔における噴気温度を計測した。各噴気孔の位置は、図２を参照の

こと。 

・各噴気孔では、これまでと同様に、噴気温度が100℃以上の状態が継続していた。 

今回 （℃） 

46



第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

大雪山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

震央分布図 時空間分布図（南北投影） 

断面図（東西投影） 

旭岳 

深さ 

＊１ ＊２ 

震源は、主に旭岳地獄谷爆裂

火口周辺に分布している 

図 11 大雪山 一元化震源による周辺の地震及び深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2019 年 11 月 30 日、Ｍ≧0.5、深さ 40km 以浅） 
○：1997 年 10 月１日～2019 年 5 月 31 日の震源 

○：2019 年６月１日～2019 年 11 月 30 日の震源 

○：深部低周波地震 

＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ(標高)」を使用した。 

 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 
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大雪山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 12 大雪山 観測点配置図 
＋は観測点の位置を示す 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ(標高)」を使用した。 
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大雪山※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

大雪山

大雪山周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

国土地理院

(注)「東川」で冬季に見られる飛び値は、凍上現象によると思われます。

ＧＮＳＳ連続観測結果には特段の変化は見られません。

第１４５回火山噴火予知連絡会

44°00’

43°40’

142°40’ 143°00’ 143°20’

大雪山

950111
丸瀬布

960506
愛別

960508
旭川

020863
白滝

020866
留辺蘂

020867
東川

940007
美瑛

960510
上川

4

3

2

1

㎞020

2015/1/1 7/1 2016/1/1 7/1 2017/1/1 7/1 2018/1/1 7/1 2019/1/1 7/1

㎝
6

4

2

0

-2

-4

-6

(1) 上川(960510)→東川(020867)　斜距離 基準値：16382.551ｍ

2015/1/1 7/1 2016/1/1 7/1 2017/1/1 7/1 2018/1/1 7/1 2019/1/1 7/1

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(2) 美瑛(940007)→東川(020867)　斜距離 基準値：25985.299ｍ

2016/08/16 伐採
2019/04/23 アンテナ交換

2015/1/1 7/1 2016/1/1 7/1 2017/1/1 7/1 2018/1/1 7/1 2019/1/1 7/1

㎝
4
3
2
1
0

-1
-2
-3
-4
-5

(3) 白滝(020863)→東川(020867)　斜距離 基準値：40147.885ｍ

2015/1/1 7/1 2016/1/1 7/1 2017/1/1 7/1 2018/1/1 7/1 2019/1/1 7/1

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(4) 留辺蘂(020866)→東川(020867)　斜距離 基準値：47840.083ｍ

基線変化グラフ
期間: 2014/12/01～2019/10/14 JST

2015/1/1 7/1 2016/1/1 7/1 2017/1/1 7/1 2018/1/1 7/1 2019/1/1 7/1

㎝
6

4

2

0

-2

-4

-6

2015/1/1 7/1 2016/1/1 7/1 2017/1/1 7/1 2018/1/1 7/1 2019/1/1 7/1

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2015/1/1 7/1 2016/1/1 7/1 2017/1/1 7/1 2018/1/1 7/1 2019/1/1 7/1

㎝
4
3
2
1
0

-1
-2
-3
-4
-5

2015/1/1 7/1 2016/1/1 7/1 2017/1/1 7/1 2018/1/1 7/1 2019/1/1 7/1

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院
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第１４５回火山噴火予知連絡会  国土地理院 

 大雪山 

大雪山の SAR干渉解析結果について 

 

(b) 2018/09/01-2019/08/31 

(a) 2018/08/06-2019/08/05 
 (a) (b) 

衛星名 ALOS-2 ALOS-2 

観測日時 

2018/08/06 
2019/08/05 

23:12頃 
(364日間） 

2018/09/01 
2019/08/31 

11:34頃 
(364日間) 

衛星進行方向 北行 南行 
電波照射方向 右 右 
観測ﾓｰﾄﾞ* H-H U-U 
入射角 26.5° 41.4° 
偏波 HH HH 

垂直基線長 + 122 m + 5 m 
*U: 高分解能(3m)モード 
*H: 高分解能(6m)モード 
 

判読）ノイズレベルを超える変動は見られません。 

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向 

電波照射方向 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 

背景：地理院地図 標準地図・陰影起伏図・傾斜量図 
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第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

樽前山 

樽 前 山 

（2019 年 11 月 30 日現在） 

 

火山活動は概ね静穏に経過している。一方、山頂溶岩ドーム周辺では、

1999 年以降、高温の状態が続いているので、突発的な火山ガス等の噴出に

注意が必要である。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変

更はない。 

 

 

○ 概況（2019 年６月～2019 年 11 月 30 日） 

・表面活動（図１①～⑥、図２～５） 

８月５日に上空からの観測（国土交通省北海道開発局の協力による）を実施し

た。山頂溶岩ドーム周辺の噴気等の状況に大きな変化はなく、赤外熱映像装置によ

る観測では、地表面温度分布の状況に特段の変化は認められなかった。 

Ａ火口、Ｂ噴気孔群、Ｅ火口及びＨ亀裂東壁の噴気の高さは火口縁上100ｍ以下

で、噴気活動は低調に経過した。 

 

・地震活動（図１-⑦～⑨、図６～７） 

地震活動は低調に経過した。地震は山頂溶岩ドーム直下の標高０km程度以浅及び

山体西側の海面下２～３km付近で発生した。 

火山性微動は観測されなかった。 

 

・地殻変動（図８） 

GNSS連続観測及び傾斜観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認めら

れない。 

 

・全磁力変動（図９） 

地磁気全磁力連続観測では、溶岩ドーム直下での帯磁傾向を示す全磁力変化が観

測されている。溶岩ドーム直下で高温領域の縮小または温度低下、あるいは両者が

進行していると考えられる。 

  

この資料は気象庁のほか、国土交通省北海道開発局、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研

究所、国立研究開発法人産業技術総合研究所、北海道、地方独立行政法人北海道立総合研究機構地質研究所及び公益

財団法人地震予知総合研究振興会のデータを利用して作成した。 
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図１ 樽前山 火山活動経過図（1967 年１月～2019 年 11 月 30 日） 

＊１：機器更新のため、2018 年以降はそれ以前と比較して温度が低く観測される場合がある。 
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図２ 樽前山 南側から見た山頂部の状況 

（11月22日、別々川監視カメラによる） 

Ｂ噴気孔群 

Ｈ亀裂 

Ｅ火口 

Ａ火口 

① 

1000ｍ 

② 

図３ 樽前山 山頂溶岩ドーム周辺図と赤外熱映像及び写真の撮影方向（矢印） 

Ｅ火口の噴気 
Ｈ亀裂東壁の噴気 

Ａ火口の噴気 
Ｂ噴気孔群の噴気 
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2019 年８月５日 国土交通省北海道開発局の協力による 

図４ 樽前山 山頂溶岩ドーム周辺の状況 

南西側上空（図３の①）から撮影 

 

Ｅ火口 
Ｅ火口 

Ｂ噴気孔群 

Ｈ亀裂東壁 

Ｂ噴気孔群 

Ｈ亀裂東壁 

Ａ火口 
Ａ火口 

国土交通省北海道開発局の協力による 

Ｈ亀裂東壁 

2019 年８月５日 2019 年８月５日 14 時 35 分 晴 

国土交通省北海道開発局の協力による 

2017 年９月 11 日 
2017 年９月 11 日 15 時 58 分 晴 

Ｈ亀裂東壁 

Ｂ噴気孔群 Ａ火口 Ｂ噴気孔群 

Ａ火口 
国土交通省北海道開発局の協力による 国土交通省北海道開発局の協力による 

図５ 樽前山 赤外熱映像装置による山頂溶岩ドーム周辺の地表面温度分布 
南側上空（図３の②）から撮影 

・山頂溶岩ドームの噴気や地表面温度分布の状況に特段の変化は認められなかった。 
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山頂溶岩ドーム直下の地震 山体西側の地震 

図６ 樽前山 震源分布図（2002 年 11 月～2019 年 11 月 30 日） 
●：2002 年 11 月１日～2019 年５月 31 日の震源 

●：2019 年６月１日～2019 年 11 月 30 日の震源 

×：2013 年６月下旬～７月上旬に観測された傾斜変化からグリッドサーチで求めた膨張源の位置 

＋は地震観測点を示す。 

一部観測点の欠測のため震源決定数や震源精度は一定ではない。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・膨張性の地殻変動があった直後の 2013 年７月上旬から８月にかけて、山体西側で地震が増加

し、その後も低調だが地震活動が継続している。 

震央分布図 時空間分布図（南北投影） 

深さの時系列分布図 

時空間分布図（東西投影） 

深さ 深さ 断面図（東西投影） 
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時空間分布図（南北投影） 

＊１ 

支笏湖 

震央分布図 

＊２ 

風不死岳 

樽前山 

領域 a 

樽前山の西側 

図７ 樽前山 一元化震源による周辺の地震及び深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2019 年 11 月 30 日、Ｍ≧1.0、深さ 40km 以浅） 
○：1997 年 10 月１日～2019 年５月 31 日 

○：2019 年６月１日～2019 年 11 月 30 日 

○：深部低周波地震 

＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・樽前山の南西約 10km の領域（領域 a）を震源とする地震活動は低下傾向にある。 

恵庭岳 

断面図（東西投影） 
深さ 最近の樽前山西側のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

最近の領域 aのＭ－Ｔ図及び回数積算図 
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図８ 樽前山 GNSS 連続観測による基線長変化（2008 年１月～2019 年 11 月 30 日）及び観測点配置図 
GNSS 基線①～⑧は観測点配置図の①～⑧に対応している。 

空白部分は欠測を示す。 

＊１：緑破線内の変化は、機器更新による。 

＊２：黒線内の変化は、2014年７月８日の胆振地方中東部の地震（M5.6）による。 

＊３：青破線内の変化は、南西山麓観測点の局所的変動による。 

＊４：赤破線内の変化は、北山腹観測点の局所的な変動による。 

2010 年 10 月及び 2016 年１月に解析方法を変更している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・GNSS 連続観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認められない。 

＊1 

＊2 

＊2 

＊2 

＊1 

（国）：国土地理院 

⑧ 

＊3 

＊3 

＊4 

＊4 
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図９ 樽前山 全磁力連続観測点で観測された全磁力変動（2015 年 11 月～2019 年 11 月 30 日） 

及び観測点配置図 
この地図の作成には国土地理院発行の「電子地形図（タイル）」を複製した。 

溶岩ドームの北東約８km にある参照点で観測された全磁力値を基準とした場合の 

00:00 から 02:59（JST）での日平均値を示す。 

・溶岩ドーム直下での帯磁傾向を示す全磁力変化が観測されている。溶岩ドーム直下で高温

領域の縮小または温度低下、あるいは両者が進行していると考えられる。 

 

 

北東山腹 

ドーム北２ 

ドーム北３ 

ドーム南西 

ドーム南 

ドーム南東 
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図 10 樽前山 観測点配置図 
＋は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点には以下の記号を付している。 

（開）：国土交通省北海道開発局 

（国）：国土地理院 

（北）：北海道大学 

（防）：国立研究開発法人防災科学技術研究所 

（道）：北海道 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 
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第145回火山噴火予知連絡会

樽前山

北海道大学

○火山性地震活動

　山頂火口原直下で発生している微小地震の活動度には大きな変化は見られない．風
不死岳近傍での地震活動は昨年末から今年前半に比べると低調になった．山体西方で
の地震活動も依然として継続しているが，こちらも発生頻度や発生域に特段の変化は
ない．

（※2013年9月以降は一部未処理）
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第 145 回火山噴火予知連絡会  防災科学技術研究所 

樽前山 

 

樽前山の火山活動について 

 
この地図の作成にあたっては、国土地理院発行の 

数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

 

TMMV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

TMNV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

TMSV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

 

 

資料概要 

○ 地殻変動 

TMMV-TMSV の GNSS 基線長変化は(図３上段)は、観測を開始した 2014 年から、2mm/year 程度

の長期的な伸長が続いている。 
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樽前山 
 

 
 

 
 

図 1 樽前山の傾斜変動 
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第 145 回火山噴火予知連絡会                  防災科学技術研究所 

樽前山 
 

防災科学技術研究所 GNSS 観測点及び国土地理院 GEONET で得られた、 

2018 年 10 月 1 日－2019 年 9 月 30 日の地殻変動【苫小牧（0136）固定】 

  

 

図 2 樽前山の GNSS 解析結果ベクトル図. 

（上段：水平成分、下段：上下成分）  
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樽前山 
 

 

 
 

図 3 樽前山錦大沼(TMNV), モラップ山(TMMV), 支寒内火山観測点(TMSV)間の 

基線長の変化図. 2014/4/1～2019/9/30 
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樽前山

樽前山周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

樽前山

国土地理院

ＧＮＳＳ連続観測結果には特段の変化は見られません。

第１４５回火山噴火予知連絡会

42°45’

42°40’

42°35’

141°10’ 141°20’ 141°30’

樽前山

恵庭岳

109077
Ｍ樽前山Ａ

950135
大滝 950136

苫小牧

950139
白老

960523
千歳

8

75

6

2

4

1

3

㎞010
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樽前山※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院第１４５回火山噴火予知連絡会

(注)「Ｍ樽前山Ａ」について
・2016年12月下旬に雪と思われる影響によりステップが生じています。
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第１４５回火山噴火予知連絡会 国土地理院

樽前山

樽前山の SAR 干渉解析結果について 

(b) 2017/09/14-2019/09/12

(a) 2018/06/28-2019/09/05
(a) (b)

衛星名 ALOS-2 ALOS-2 

観測日時

2018/06/28 
2019/09/05 

11:41 頃 
(434 日間) 

2017/09/14 
2019/09/12 

23:26 頃 
(728 日間） 

衛星進行方向 南行 北行

電波照射方向 右 右

観測ﾓｰﾄﾞ* U-U H-H
入射角 38.9° 37.0° 
偏波 HH HH 

垂直基線長 - 206 m - 34 m
*U: 高分解能(3m)モード

*H: 高分解能(6m)モード

判読）ノイズレベルを超える変動は見られません。

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 

◎ 国土地理院 GNSS 観測点

○ 国土地理院以外の GNSS 観測点

背景：地理院地図 標準地図・陰影起伏図・傾斜量図
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第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

倶多楽 

倶 多 楽 

（2019 年 11 月 30 日現在） 

 

 
 

○ 概況（2019 年６月～2019 年 11 月 30 日） 
・表面活動（図１-①、図２～６） 

８月５日に実施した上空からの観測（国土交通省北海道開発局の協力による）では、

地獄谷爆裂火口をはじめ、各火口の状況および噴気の状況に特段の変化は認められな

かった。 

６月 25 日に実施した現地調査では、笠山周辺で地中温度が高い状態が続いてお

り、植生が枯れている領域が拡大していることを確認した。７月８日、８月 30 日、

11 月 21 日に実施した現地調査では、笠山周辺で地中温度の高い状態が続いている

ことを確認した。 

日和山山頂爆裂火口の噴気の高さは火口縁上 100ｍ以下で、噴気活動は低調に経

過した。 

 

・地震活動（図１-②、図７） 

７月21日に日和山の西側で一時的に地震が増加した。また、８月10日から11日にか 

けて、日和山の北約４㎞付近で地震が一時的に増加し、最大規模の地震（Ｍ3.2）に 

より、登別市、胆振伊達市および白老町で震度１を観測した。その他の期間は火山性 

地震は少なく、地震活動は低調に経過した。 

火山性微動は観測されなかった。 

 
・地殻変動（図８～９） 

７月８～11 日に実施した GNSS 繰り返し観測では、４月の観測で認められた笠山周

辺における伸びの変化が引き続き確認された。笠山の地熱活動活発化に伴う変動をと

らえている可能性がある。 

GNSS 連続観測では、倶多楽周辺で 2017 年頃から観測されている基線長の変化が継

続している。  

笠山周辺で局所的な熱活動の高まりがみられているが、火山活動は概ね

静穏に経過しており、噴火の兆候は認められない。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に

変更はない。 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び公益財団法人地震予

知総合研究振興会のデータを利用して作成した。 
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第 145 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

倶多楽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 倶多楽 火山活動経過図（2004 年７月～2019 年 11 月 30 日） 

図中の灰色の期間は、機器障害のため欠測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

大湯沼 

日和山山頂爆裂火口の噴気 

地獄谷 
笠山 

図２ 倶多楽 南南西側から見た日和山、大湯沼、笠山及び地獄谷周辺の状況 

（2019年11月28日、414ｍ山監視カメラによる） 
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倶多楽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 11 月 21 日 10 時 30 分 雪 –１℃ 2019 年 11 月 21 日 

笠山 

虚無地獄 

笠山 

虚無地獄 

2019 年６月 25 日 10 時 30 分 快晴 19℃ 2019 年６月 25 日 

笠山 

虚無地獄 

笠山 

虚無地獄 

図３ 倶多楽 笠山、虚無地獄の地表面温度分布  

・６月と11月の笠山の地表面温度分布の違いは、落葉により樹木の陰となる領域が

異なるためで、笠山及び虚無地獄の地熱域に変化は認められない。 

笠山 
虚無地獄 

図３撮影方向 
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倶多楽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

図４ 倶多楽 笠山の地表面温度分布の変化 （2018年４月、2019年４～11月） 
地中温度は、いずれも地表面から50cmの深さの温度を熱電対温度計で測定している。 

測線に沿った観測では、起点から東西南北方向へ１～５m間隔で地中温度を計測している。 

・笠山周辺の熱域では地中温度の高い状態が続いているが、熱域の範囲の拡大は７月以降みられてい

ない。 

図５ 倶多楽 笠山の地中温度推移（測定深度：50cm 1989年～2019年） 
図４地図中に示した起点の位置の地中温度をプロットしている。 

・笠山の地中温度は2015年以降上昇しているが、2019年以降は約100℃で推移している。 

Ａ 

Ｃ Ｄ 

Ｂ 

 

100ｍ

笠山 

南北測線
東西測線 

起点 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ａ 

87℃（11 月 21 日測定） 
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赤外熱映像及び写真の撮影方向（矢印） 

日和山・大湯沼爆裂火口 

地獄谷爆裂火口 

大正地獄 

笠山 

2017 年８月１日 14 時 36 分 曇 2017 年８月１日 

地獄谷爆裂火口 

地獄谷爆裂火口 

地獄谷爆裂火口 

2017 年８月１日 14 時 41 分 曇 

国土交通省北海道開発局の協力による 
2019 年８月５日 

国土交通省北海道開発局の協力による 国土交通省北海道開発局の協力による 

国土交通省北海道開発局の協力による 国土交通省北海道開発局の協力による 

2019 年８月５日 14 時 16 分 晴 

地獄谷爆裂火口 

地獄谷爆裂火口 

② 

① 

図６ 倶多楽 赤外熱映像装置による地獄谷爆裂火口の地表面温度分布 
上：西側上空（撮影方向①）から撮影 

下：西南西側上空（撮影方向②）から撮影 

・地獄谷爆裂火口の噴気や地表面温度分布に、特段の変化は認められなかった。 
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深さ 

時空間分布図（南北投影） 

日和山 

＊１ 

断面図（東西投影） 
Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 

＊２ 

震央分布図 

図７ 倶多楽 一元化震源による周辺の地震及び深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月１日～2019 年 11 月 30 日、Ｍ≧0.8、深さ 40km 以浅） 
○：1997 年 10 月１日～2019 年５月 31 日 

○：2019 年６月１日～2019 年 11 月 30 日 

○：深部低周波地震 

＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ(標高)」を使用した。 

   ・８月 10 日から 11 日にかけて日和山の北約４km（図中緑破線円付近）で地震が一時的に 

増加した。 

 

８月10日 14時15分 

２km M3.2 最大震度：１ 

2003年３月10日 15時19分 

３km M3.2 最大震度：１ 

８月10日から11日に

かけて地震が増加 
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図８ 倶多楽 GNSS 連続観測による基線長変化（2010 年 10 月～2019 年 11 月 30 日）及び観測点配置図 
GNSS 基線①～⑤は観測点配置図の①～⑤に対応している。 

GNSS 基線④の黒破線内の変化は、登別温泉北西観測点の局所的な動き（原因不明）による。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・倶多楽周辺で、2017 年頃から観測されている基線長の変化は、継続している。 

  

⑤ 

④ 

（国）：国土地理院
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倶多楽 

 

  

図９ 倶多楽 GNSS繰り返し観測による基線長変化（2005年11月～2019年７月） 
GNSS基線①～⑥は観測点配置図の①～⑥に対応しています。 

2019年7月の「椿の沢」はGNSSデータが記録されていない時間があり、データ数が少なくな

ったことから、「椿の沢」を含む基線（①②④）の７月の変化は参考値とする（青矢印）。 

・笠山を基点とする③、⑤の基線で伸びの変化が見られている。 

 （赤点線で囲んだ部分） 
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図 10 倶多楽 観測点配置図 
広域図内の□は拡大図の範囲を示す。 

＋は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点は以下の記号を付している。 

（国）：国土地理院 

（北）：北海道大学 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 
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倶多楽

倶多楽周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

倶多楽

2017 年夏頃から、倶多楽を取り囲む基線でわずかな伸びが見られましたが、

2019 年３月頃にはほぼ 2017 年以前の傾向に戻ったものと考えられます。

第１４５回火山噴火予知連絡会

倶多楽周辺の各観測局情報

国土地理院・気象庁

42°40’

42°30’

141°00’ 141°10’ 141°20’

倶多楽

950135
大滝

950139
白老

970792
登別

J120
日和山東

J121
登別温泉北西 1

2

6

3

5

7

4

0 10㎞

点番号 点名 日付 保守内容
950135 大滝 20171121 受信機交換
950139 白老 20141111 伐採

20190204 受信機交換
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倶多楽※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

第１４５回火山噴火予知連絡会 国土地理院・気象庁

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院・気象庁

基線変化グラフ（長期） 基線変化グラフ（短期）

2014/11/11 伐採
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(4) 白老(950139)→日和山東(J120)　斜距離 基準値：18116.371ｍ

期間: 2018/11/01～2019/11/09 JST
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(6) 登別(970792)→登別温泉北西(J121)　斜距離 基準値：9977.746ｍ
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2019/1/1 4/1 7/1 10/1
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(7) 登別温泉北西(J121)→日和山東(J120)　斜距離 基準値：1029.593ｍ
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倶多楽

国土地理院・気象庁第１４５回火山噴火予知連絡会

倶多楽周辺の地殻変動（水平：１年間）

固定局:伊達(960526) 国土地理院・気象庁

基準期間:2018/10/31～2018/11/09[F3:最終解]
比較期間:2019/10/31～2019/11/09[R3:速報解]

42°30’

141°00’

倶多楽

061150
壮瞥Ａ

109077
Ｍ樽前山Ａ

950135
大滝

950139
白老

970792
登別

J120
日和山東

J121
登別温泉北西

960526
伊達

1㎝
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第１４５回火山噴火予知連絡会  国土地理院 

 倶多楽 

倶多楽の SAR 干渉解析結果について 

 

(c) 2017/09/14-2019/09/12 

(b) 2018/06/28-2019/09/05 

 (a) (b) (c) 
衛星名 ALOS-2 ALOS-2 ALOS-2 

観測日時 

2017/05/25 
2019/05/23 

23:26 頃 
(728 日間) 

2018/06/28 
2019/09/05 

11:41 頃 
(434 日間) 

2017/09/14 
2019/09/12 

23:26 頃 
(728 日間) 

衛星進行方向 北行 南行 北行 
電波照射方向 右 右 右 
観測ﾓｰﾄﾞ* U-U U-U H-H 
入射角 35.4° 39.8° 35.4° 
偏波 HH HH HH 

垂直基線長 + 23 m - 206 m - 34 m 
*U: 高分解能(3m)モード 
*H: 高分解能(6m)モード 
 

判読）大湯沼で収縮とみられる衛星から遠ざかる変動が見られます。 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 

○ 国土地理院以外の GNSS 観測点 

背景：地理院地図 標準地図・陰影起伏図・傾斜量図 

(a) 2017/05/25-2019/05/23 

衛星進行方向 

電波照射方向 

衛星進行方向

電波照射方向 

衛星進行方向 

電波照射方向

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 
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有珠山 
 

有 珠 山 
  （2019 年 11 月 30 日現在） 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認め 

られない。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に 

変更はない。 
 

○ 概況（2019 年６月～2019 年 11 月 30 日） 

・表面活動（図１-①～④、図２～８） 

８月５日に上空からの観測（国土交通省北海道開発局の協力による）を、10 月

15 日から 17 日に現地調査を実施した。山頂火口原Ｉ火口では、長期的な熱活動の

低下傾向が続いていた。西山西麓火口群 N-B 火口の噴気活動は引き続き低調で、赤

外熱映像装置による観測では、2008 年以降火口温度の低下した状態が続いてい

た。その他の火口の状況についても、2018 年の観測と比較して活動状況に変化は

認められなかった。 

山頂火口原からの噴気の高さは火口縁上概ね 100ｍ以下で、噴気活動は低調に経

過した。 

 

・地震活動（図１-⑤、図９～10） 

火山性地震は少なく、地震活動は低調に経過した。地震は山頂火口原の海面下１

km 付近及び２km 付近、昭和新山直下の海面下１km 付近で発生した。 

火山性微動は観測されなかった。 

 

・地殻変動（図 11） 

GNSS 連続観測では、火山活動の高まりを示すような地殻変動は認められなかっ

た。 

傾斜観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

この資料は気象庁のほか、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び公益財団法人

地震予知総合研究振興会のデータを利用して作成した。 
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図１ 有珠山 火山活動経過図（1965 年１月～2019 年 11 月 30 日） 

 

図２ 有珠山 北西側から見た山体の状況（2019年11月26日、月浦監視カメラによる） 

２) ２) 

山頂火口原の噴気 
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①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 有珠山 周辺図と赤外熱映像 

及び写真の撮影方向（矢印） 

    

大有珠 

有珠新山 

Ｉ火口 

オガリ山 

小有珠 

銀沼火口 

2019 年８月５日 
国土交通省北海道開発局の協力による 

図４ 有珠山 山頂火口原周辺の状況 
       南西側上空（図３の①）から撮影 

Ｉ火口 

小有珠南東 Ｉ火口 

小有珠南東

2019 年８月５日 13 時 49 分 晴 

国土交通省北海道開発局の協力による 

2017 年８月１日 15 時 04 分 曇 

国土交通省北海道開発局の協力による 

2017 年８月１日 

国土交通省北海道開発局の協力による 

2019 年８月５日 

国土交通省北海道開発局の協力による 

図５ 有珠山 赤外熱映像装置による山頂火口原の地表面温度分布 
 南西側上空（図３の①）から撮影 

 ・Ｉ火口周辺の噴気や地表面温度分布の状況に特段の変化は認められなかった。 
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1 

2 

図６ 有珠山 周辺図と写真及び赤外熱映像の撮影方向（矢印） 

2018年 10月 16日 
2018年 10月 16日 10時 41分 
天気：晴 気温：15℃ 

2019年 10月 15日 
2019年 10月 15日 15時 33分 
天気：快晴 気温：11℃ 

図７ 有珠山 赤外熱映像装置による山頂火口原の地表面温度分布 

図６の①から撮影 

・前回（2018年10月16日）の観測と比べて地表面温度分布に特段の変化はなかった。 

I 火口 

I 火口 

I 火口 

I 火口 

小有珠南東麓 

銀沼火口 

銀沼火口 

小有珠南東麓 
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2018年 10月 15日 

2019年 10月 15日 

2018年 10月 15日 11時 35分 
天気：快晴 気温：17℃ 

2019年 10月 15日 11時 23分 
天気：晴 気温：13℃ 

図８ 有珠山 赤外熱映像装置によるN-B火口の地表面温度分布 

図６の②から撮影 

・前回（2018年10月15日）の観測と比べて地表面温度分布に特段の変化はなかった。 

日射の影響 

日射の影響 
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図９ 有珠山 震源分布図（2002 年 10 月～2019 年 11 月 30 日） 
●：2002 年 10 月１日～2019 年５月 31 日の震源 

●：2019 年６月１日～2019 年 11 月 30 日の震源 

＋は地震観測点を示す。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・地震は山頂火口原の海面下１km付近及び２km付近、昭和新山直下の海面下１km 付近 

で発生した。 

時空間分布図（南北投影） 震央分布図 

断面図（東西投影） 
深さ 深さ 

2011年10月１日から気象庁以外
の機関の観測点も計算に使用 

深さの時系列分布図 

 
昭和新山 
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図 10 有珠山 一元化震源による深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2019 年 11 月 30 日、Ｍ≧0.8、深さ 40km 以浅） 
＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 
＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 
この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

有珠山 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 

＊１ 
 

断面図（東西投影） 深さの時系列分布図 

エネルギー積算図 

震央分布図 

洞爺湖 

内浦湾 

＊２ 

深さ 深さ 

＊１ 
 

＊２ 

＊１ 
 

＊２ 
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有珠山 
 

図 11 有珠山 GNSS 連続観測による基線長変化（2001 年４月～2019 年 11 月 30 日）及び観測点配置図 
GNSS 基線①～⑥は観測点配置図の①～⑥に対応している。 

GNSS 基線の空白部分は欠測を示す。 

2010 年 10 月及び 2016 年１月に解析方法を変更している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・②の基線長変化は、1977年から1978年の噴火以降、1982年３月まで続いた山体隆起が沈降に転

じ、現在も続いていることを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（国）：国土地理院 

89



第 145 回火山噴火予知連絡会                                    気象庁 

 

有珠山 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 有珠山 観測点配置図 
＋は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点には以下の記号を付している。 

（国）：国土地理院 

（北）：北海道大学 

（防）：国立研究開発法人防災科学技術研究所 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 
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第 145 回火山噴火予知連絡会 北海道大学

有珠山

○2000年噴火域の全磁力変化

（橋本・鈴木）
有珠山

　2000 年新山域では，噴火終息後，地磁気変化が長期間継続してきたが，最近は変化が
ほぼ停止している．この地域では，NB火口付近の約 500m深と，北西側地熱地帯のごく
浅部にそれぞれ帯磁源が推定されている（図 2の星印）．磁気点NYCは，主に前者の帯
磁源に関わる変化（熱消帯磁モデルでは冷却）を反映していると考えられる．なお，本観
測は今季をもって終了する予定である．

図１　NB火口南側の磁気点NYCにおける全磁力変化．MTYを参照点とした毎5分値単純差．

図２　連続観測点の位置．MTYは参照点．星印は地磁気反復測量から
推定されている帯磁源の位置．本図の作成には国土地理院のオンライ
ン地図画像を使用した．

MTY

NYC

500m

北
西
地
熱
域
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第 145 回火山噴火予知連絡会 北海道大学

有珠山

○山頂火口原の全磁力変化

（橋本・青山・田中）
有珠山

　2008 年に開始した全磁力の反復測量により，山頂火口原では明瞭な着磁パターンが観
測されていた．2015 年以降は観測を中断していたが，2019 年 10 月にいくつかの地点で
再測定を行ったところ，着磁傾向がほぼ同じ変化率で継続していることが確認された．

図１　2008 年から 2010 年の全磁力反復測量に基づいて算出した各地点の平均変化率（色付
きのバー）．白抜きのバーは星印で示した位置に置いた磁気双極子モデルによる計算値．左右
のグラフは各地点における全磁力変化の時系列．参照点は三豊（観測領域から北西約 4km）．

図２　帯磁源付近の南北断面．
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○火山性地震活動

　山頂火口原内で認められる火山性地震活動は極めて浅い部分に限られ，特段の変化はない．

有珠山

（※2013年9月以降は一部未処理）
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第 145 回火山噴火予知連絡会  防災科学技術研究所 

有珠山 

 

有珠山の火山活動について 

 
この地図の作成にあたっては、国土地理院発行の 

数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

 

USSV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

USOV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

USIV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

 

 

資料概要 

○ 地殻変動 

火山活動に関連するような顕著な地殻変動は認められない。 
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有珠山 

 
 
 

 
図 1 有珠山の傾斜変動 有
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第 145 回火山噴火予知連絡会                  防災科学技術研究所 

有珠山 

防災科学技術研究所 GNSS 観測点及び国土地理院 GEONET で得られた 

2018 年 10 月 1 日-2019 年 9 月 30 日の地殻変動【大滝（0135）固定】 

 
図 2 有珠山周辺の GNSS 解析結果 

（上段：水平成分、下段：上下成分） 
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有珠山 

 

 

 

図 3 防災科研観測点 3 点（壮瞥，大平，泉の沢）間の基線長変化． 

2014/11/1～2019/9/30 

  

97



第 145 回火山噴火予知連絡会                  防災科学技術研究所 

有珠山 
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有珠山※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

有珠山周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

有珠山

国土地理院

ＧＮＳＳ連続観測結果には特段の変化は見られません。

第１４５回火山噴火予知連絡会
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院
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第１４５回火山噴火予知連絡会  国土地理院 

 有珠山 

有珠山の SAR 干渉解析結果について 

 

判読）長期の(a)では、有珠山の小有珠周辺及び昭和新山の山頂付近で収縮とみられる 
衛星から遠ざかる変動が見られます。 

衛星進行方向 

電波照射方向

衛星進行方向 

電波照射方向 

(a) 2017/06/27-2019/06/25 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

 (a) (b) (c) 
衛星名 ALOS-2 ALOS-2 ALOS-2 

観測日時 

2017/06/27 
2019/06/25 

23:33 頃 
(728 日間) 

2019/03/19 
2019/06/25 

23:33 頃 
(98 日間) 

2019/07/30 
2019/10/22 

11:48 頃 
 (84 日間） 

衛星進行方向 北行 北行 南行 
電波照射方向 右 右 右 
観測ﾓｰﾄﾞ* U-U U-U U-U 
入射角 43.0° 43.0° 31.8° 
偏波 HH HH HH 

垂直基線長 - 129 m - 88 m + 226 m 
*U: 高分解能(3m)モード 
 

 

(b) 2019/03/19-2019/06/25 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

背景：地理院地図 標準地図・陰影起伏図・傾斜量図 

◎ 国土地理院 GNSS 観測点 

○ 国土地理院以外の GNSS 観測点 

(c) 2019/07/30-2019/10/22 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 

衛星進行方向

電波照射方向 

小有珠 小有珠 

小有珠 
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第 145 回火山噴火予知連絡会                                    気象庁 

                   北海道駒ヶ岳 

北 海 道 駒 ヶ 岳 
  （2019 年 11 月 30 日現在） 

 
火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認めら

れない。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変

更はない。 
 

○ 概況（2019 年６月～2019 年 11 月 30 日） 

・表面活動（図１-①～③、図２～５） 

９月17日に実施した上空からの観測（国土交通省北海道開発局の協力による）では、

各火口に噴気は認められなかった。また、赤外熱映像装置による観測でも地熱域の状

況に特段の変化はなかった。 

山頂に設置した監視カメラでは、昭和４年火口のごく弱い噴気が時折観測された。

山麓に設置した監視カメラでは、昭和４年火口の噴気は観測されなかった。 

 

・地震活動（図１-④～⑥、図６～７） 

火山性地震は少なく、地震活動は低調に経過した。 

火山性微動は観測されなかった。 

 

・地殻変動（図８～９） 

５月 21 日から 23 日にかけて行った山頂付近の GNSS 繰り返し観測では、昭和４年

火口を囲む基線で引き続き伸びの変化が認められた。 

GNSS 連続観測及び傾斜観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認めら

れなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  この資料は気象庁のほか、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道、森町及び公

益財団法人地震予知総合研究振興会のデータを利用して作成した。 
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                   北海道駒ヶ岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１ 北海道駒ヶ岳 火山活動経過図（1957 年１月～2019 年 11 月 30 日） 
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500ｍ 

明治火口 
昭和４年火口 

昭和 17年火口 

繭形
まゆがた

火口 

96 年南火口列 
瓢 形
ひさごがた

火口 

昭和 17 年大亀裂 

図２ 北海道駒ヶ岳 火口周辺図 

図４ 北海道駒ヶ岳 昭和４年火口の地表面温度分布 

  上段：北側上空（図２の②）から撮影 下段：北西側上空（図２の③）から撮影 

   ・昭和４年火口では、引き続きごく弱い地熱域が認められた 

2017 年９月 11日 2017 年９月 11日 10 時 39 分 天気：曇  

国土交通省北海道 

開発局の協力による 
国土交通省北海道 

開発局の協力による 

昭和４年火口の

地熱域 

 

昭和４年火口の

地熱域 

 

2019 年９月 17日 2019 年９月 17日 10 時 46 分 天気：晴  

国土交通省北海道 

開発局の協力による 

国土交通省北海道 

開発局の協力による 

昭和17年火口 

昭和４年火口 

明治火口 

繭形火口 

瓢形火口 

図３ 北海道駒ヶ岳 山頂火口原の状況 

         南東側上空（図２の①）から撮影 

国土交通省北海道開発局の協力による 

① 

③ ② 

2019 年９月 17日 
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図６ 北海道駒ヶ岳 震源分布図（2002 年 12 月～2019 年 11 月 30 日） 
●：2002 年 12 月１日～2019 年５月 31 日の震源 

●：2019 年６月１日～2019 年 11 月 30 日の震源 

＋は地震観測点 を示す。 

図中の灰色で示した期間は、一部観測点欠測のため震源決定数が減少し精度が低下している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

震央分布図 時空間分布図（南北投影） 

断面図（東西投影） 深さの時系列分布図 深さ 深さ 

図５ 北海道駒ヶ岳 昭和４年火口で観測されたごく弱い噴気 

（７月５日、剣ヶ峯監視カメラによる） 
     

昭和４年火口の噴気 
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図７ 北海道駒ヶ岳 一元化震源による深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2019 年 11 月 30 日、Ｍ≧1.0、深さ 40km 以浅） 
＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

北海道駒ヶ岳 

震央分布図 

エネルギー積算図 

＊１ 

深さ 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 

深さの時系列分布図 断面図（東西投影） 
深さ 

＊２ 
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図８ 北海道駒ヶ岳 GNSS繰り返し観測による火口付近の基線長変化（2002年４月～2019年５月） 

          及び観測点配置図 
GNSS基線①～⑥は観測点配置図の①～⑥に対応している。 

2013年に解析方法を変更している。○は従前の解析方法での解析結果、●は新しい解析手法

での解析結果を示します（2010年～2012年のデータを再解析した結果を含む）。 

・昭和４年火口を囲む基線で、引き続き伸びの変化が認められた。 

HK10 

HK04 

HK07 

① 

② 

③ 
④ 

⑤

⑥ 

KW2 

年 年 

年 年 

年 年 
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図９ 北海道駒ヶ岳 GNSS 連続観測による基

線長変化（2001 年４月～2019 年 11 月

30 日）及び観測点配置図 
GNSS 基線①～⑤は観測点配置図の①

～⑤に対応している。 

空白部分は欠測を示す。 

2010年 10月及び2016年１月に解析方

法を変更している。 

この地図の作成には国土地理院発行の

「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を

使用した。 

・火山活動によると考えられる地殻

変動は認められなかった。 

（国）：国土地理院 
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図 10 北海道駒ヶ岳 観測点配置図 
＋は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点には以下の記号を付している。 

（国）：国土地理院 

（北）：北海道大学 

（防）：国立研究開発法人防災科学技術研究所 

（道）：北海道 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 
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第145回火山噴火予知連絡会

北海道駒ヶ岳

北海道大学

○火山性地震活動

　山頂火口原では微小地震活動が継続している．山体東側の深さ10km付近での地震が
認められたが，これまでにも時々見られた地震活動域に含まれるため，特段の変化は
ないと考えられる．

（※2013年9月以降は一部未処理）
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第 145 回火山噴火予知連絡会  防災科学技術研究所 

北海道駒ケ岳 

 

北海道駒ケ岳の火山活動について 

 
この地図の作成にあたっては、国土地理院発行の 

数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

 

HKIV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

HKSV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

HKOV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

 

 

資料概要 

○ 地殻変動 

HKOV-HKIV の GNSS 基線長変化は(図３の上から２段目)は、観測を開始した 2014 年から、

2mm/year 程度の長期的な伸長が続いている。傾斜変動には、火山活動に関連するような顕著

な地殻変動は認められない。 
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図 1 北海道駒ヶ岳の傾斜変動  
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第 145 回火山噴火予知連絡会                  防災科学技術研究所 

北海道駒ケ岳 
 

 

防災科学技術研究所 GNSS 観測点及び国土地理院 GEONET で得られた、 

2018 年 10 月 1 日－2019 年 9 月 30 日の地殻変動【函館（0022）固定】 

 
 

図 2 北海道駒ケ岳の GNSS 解析結果ベクトル図. 

（上段：水平成分、下段：上下成分）  
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北海道駒ケ岳 
 

 

 
図3 防災科研3観測点(軍川, 鹿部, 尾白内)間および軍川－GEONET砂原960528の基線長

変化. 

2014/4/1～2019/9/30 
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北海道駒ヶ岳※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

北海道駒ヶ岳周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

北海道駒ヶ岳

国土地理院

ＧＮＳＳ連続観測結果には特段の変化は見られません。

第１４５回火山噴火予知連絡会
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北海道駒ヶ岳※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院第１４５回火山噴火予知連絡会

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院
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第１４５回火山噴火予知連絡会  国土地理院 

 北海道駒ケ岳 

北海道駒ケ岳の SAR 干渉解析結果について 

 

(b) 2018/07/31-2019/07/30 

(a) 2017/06/27-2019/06/25 
 (a) (b) 

衛星名 ALOS-2 ALOS-2 

観測日時 

2017/06/27 
2019/06/25 

23:33 頃 
(728 日間) 

2018/07/31 
2019/07/30 

11:48 頃 
(364 日間） 

衛星進行方向 北行 南行 
電波照射方向 右 右 
観測ﾓｰﾄﾞ* U-U U-U 
入射角 41.7° 32.1° 
偏波 HH HH 

垂直基線長 - 129m - 248m 
*U: 高分解能(3m)モード 
 

判読）ノイズレベルを超える変動は見られません。 

衛星進行方向 

電波照射方向

衛星進行方向 

電波照射方向

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 

◎ 国土地理院 GNSS 観測

 ○ 国土地理院以外の GNSS 観測

 

背景：地理院地図 標準地図・陰影起伏図・傾斜量図 
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第 145 回火山噴火予知連絡会                                    気象庁 

恵山 

恵 山 
（2019 年 11 月 30 日現在） 

 
火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認めら

れない。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変

更はない。 
 

○ 概況（2019 年６月～2019 年 11 月 30 日） 

・表面活動（図１-①、図２～８） 

９月 17 日に上空からの観測（国土交通省北海道開発局の協力による）を、10 月

29 日から 31 日に現地調査を実施した。Ｘ火口及びＹ火口の噴気や火口の状況に変

化はなく、赤外熱映像装置による観測でも地表面温度分布の状況に変化は認められ

なかった。 

監視カメラによる観測では、Ｙ火口の噴気の高さは火口縁上概ね 50ｍ以下で、噴

気活動は低調に経過した。 

 

 

・地震活動（図１-②～④、図９） 

10 月 18 日から 19 日にかけて、恵山直下を震源とする地震が一時的に増加した。

最大規模の地震は 18 日 11 時 31 分に発生したマグニチュード 2.6（暫定値）の地震

で、函館市新浜町と函館市日ノ浜町で震度１を観測した。この地震の前後で、表面

活動や地殻変動のデータに特段の変化は認められなかった。この２日間以外は、火

山性地震は少なく、地震活動は低調に経過した。 

火山性微動は観測されなかった。 

 

・地殻変動（図 10～11） 

GNSS 繰り返し観測では、恵山ドーム観測点を含む基線で伸びの変化が観測されて

いるが、火山活動との関連の有無は不明である。 

GNSS 連続観測及び傾斜観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認めら

れなかった。 

 

  

この資料は気象庁のほか、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び公益財団法人地震予知

総合研究振興会のデータを利用して作成した。 
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恵山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図１ 恵山 火山活動経過図（2005 年７月～2019 年 11 月 30 日） 
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恵山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図２ 恵山 火口周辺図と写真及び赤外熱映像の撮影方向（矢印） 

 

▲ 

Ｘ火口 

Ｚ噴気地帯 

Ｗ噴気地帯 

Ｙ火口 

① 

1km 

図３ 恵山 赤外熱映像装置によるＸＹ火口の地表面温度分布 
    北西側上空（図２の①）から撮影 

・噴気や地表面温度分布に特段の変化は認められなかった。 

Ｙ火口 

Ｘ火口 

2017 年 9月 11 日  

国土交通省北海道開発局の協力による 

2017 年 9月 11 日 11 時 10 分 天気：曇 

国土交通省北海道開発局の協力による 

Ｙ火口 

Ｘ火口 

2019 年 9月 17 日  

国土交通省北海道開発局の協力による 

2019 年 9月 17 日 11 時 15 分 天気：晴 

国土交通省北海道開発局の協力による 
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第 145 回火山噴火予知連絡会                                    気象庁 

恵山 

図５ 恵山 山頂ドーム全景 西北西側（図４の①）から撮影 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2019 年 10 月 30 日 

図４ 恵山 写真及び赤外熱映像の撮影方向（赤矢印） 

 

100m Ｘ火口 

1km 

Ｙ火口 

2 

3 

1 

Ｙ火口 Ｘ火口 

2018 年 10 月 31 日 

2019 年 10 月 30 日 

2019 年 10 月 30 日 10 時 01 分 

天気：晴 気温：13℃ 

2018 年 10 月 31 日 10 時 10 分 

天気：晴 気温：８℃ 
図６ 恵山 赤外熱映像装置によるＸ火口内の地表面温度分布 

西側（図４の②）から撮影 

・地表面温度分布に特段の変化はなかった。 
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恵山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2019 年 10 月 30 日 

2018 年 10 月 31 日 

2019 年 10 月 30 日 10 時 53 分 

天気：晴 気温：11℃ 

2018 年 10 月 31 日 10 時 51 分 

天気：晴 気温：４℃ 
図７ 恵山 赤外熱映像装置によるＹ火口内の地表面温度分布 

南西側（図４の③）から撮影 

・地表面温度分布に特段の変化はなかった。 

 

図８ 恵山 西南西側から見た山頂部の状況（11月26日、高岱
たかだい

監視カメラによる） 

Ｙ火口の噴気 
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第 145 回火山噴火予知連絡会                                    気象庁 

恵山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図９ 恵山 一元化震源による周辺の地震及び深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2019 年 11 月 30 日、Ｍ≧1.0、深さ 40km 以浅） 
○：1997 年 10 月１日～2019 年５月 31 日の震源 

○：2019 年６月１日～2019 年 11 月 30 日の震源 

○：深部低周波地震 

＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ(標高)」を使用した 

震央分布図 時空間分布図（南北投影） 

断面図（東西投影） Ｍ－Ｔ図及び積算回数図 

恵山 

10 月 18 日 11 時 31 分 
M2.6 最大震度:１ 
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第 145 回火山噴火予知連絡会                                    気象庁 

恵山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 10 恵山 GNSS 繰り返し観測による基線長変化及び観測点配置図（2005 年８月～2019 年 11 月） 
GNSS 基線①～⑥は観測点配置図の①～⑥に対応している。 

・恵山ドーム観測点を含む基線で伸びの変化が観測されているが、火山活動との関連の有無は不

明である。 
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恵山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

（国）：国土地理院 

図 11 恵山 GNSS 連続観測による基線長変化（2010 年 10 月～2019 年 11 月 30 日）及び観測点配置図 
GNSS 基線①～③は観測点配置図の①～③に対応している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・火山活動によると考えられる地殻変動は認められなかった。 
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恵山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 12 恵山 観測点配置図 
  ＋は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点には以下の記号を付している。 

  （国）：国土地理院 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

 

恵山溶岩ドーム 
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恵山※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

恵山周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

恵山

国土地理院

ＧＮＳＳ連続観測結果には特段の変化は見られません。

第１４５回火山噴火予知連絡会
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国土地理院●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解]
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第１４５回火山噴火予知連絡会  国土地理院 

 恵山 

恵山の SAR 干渉解析結果について 

 

(b) 2018/06/28-2019/09/05 

(a) 2017/06/27-2019/06/25 
 (a) (b) 

衛星名 ALOS-2 ALOS-2 

観測日時 

2017/06/27 
2019/06/25 

23:33 頃 
(728 日間) 

2018/06/28 
2019/09/05 

11:41 頃 
(434 日間） 

衛星進行方向 北行 南行 
電波照射方向 右 右 
観測ﾓｰﾄﾞ* U-U U-U 
入射角 43.8° 38.9° 
偏波 HH HH 

垂直基線長 - 129 m - 206 m 
*U: 高分解能(3m)モード 
 

判読）ノイズレベルを超える変動は見られません。 

衛星進行方向 

電波照射方向 

衛星進行方向

電波照射方向

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 

○ 国土地理院以外の GNSS 観測

 

背景：地理院地図 標準地図・陰影起伏図・傾斜量図 
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第１４５回火山噴火予知連絡会 国土地理院

マスター スレーブ

2017/05/14 2019/05/12 728 北行 右 変動なし

2019/02/03 2019/05/12 98 北行 右 干渉不良

2017/06/30 2019/06/28 728 北行 右 変動なし

2019/03/22 2019/06/28 98 北行 右 干渉不良

2018/08/08 2019/08/07 364 南行 右 変動なし（焼山のみ）

2018/10/31 2019/08/07 280 南行 右 変動なし（焼山のみ）

2018/08/31 2019/08/30 364 南行 右 変動なし ○

2018/11/23 2019/08/30 280 南行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2018/09/02 2019/09/01 364 北行 右 変動なし ○

2017/06/02 2019/05/31 728 北行 右 変動なし（山体西側のみ）

2019/02/22 2019/05/31 98 北行 右 干渉不良（山体西側のみ）

2017/06/16 2019/06/14 728 北行 右 変動なし

2019/03/08 2019/06/14 98 北行 右 干渉不良

2018/08/05 2019/08/04 364 北行 右 変動なし ○

2018/08/22 2019/08/21 364 南行 右 変動なし

2018/11/14 2019/08/21 280 南行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2018/09/14 2019/09/13 364 南行 右 変動なし ○

2018/12/07 2019/09/13 280 南行 右 干渉不良

2016/10/07 2019/10/04 1092 北行 右 変動なし

2017/06/16 2019/06/14 728 北行 右 変動なし

2019/03/08 2019/06/14 98 北行 右 干渉不良

2018/08/05 2019/08/04 364 北行 右 変動なし ○

2018/08/08 2019/08/07 364 南行 右 変動なし

2018/10/31 2019/08/07 280 南行 右 変動なし

2018/08/22 2019/08/21 364 南行 右 変動なし

2018/11/14 2019/08/21 280 南行 右 変動なし

2018/09/14 2019/09/13 364 南行 右 変動なし ○

2018/12/07 2019/09/13 280 南行 右 干渉不良

2016/10/07 2019/10/04 1092 北行 右 変動なし

2017/06/02 2019/05/31 728 北行 右 変動なし

2019/02/22 2019/05/31 98 北行 右 干渉不良

2018/08/05 2019/08/04 364 北行 右 変動なし

2018/08/22 2019/08/21 364 南行 右 変動なし

2018/11/14 2019/08/21 280 南行 右 変動なし

2018/09/14 2019/09/13 364 南行 右 変動なし ○

2018/12/07 2019/09/13 280 南行 右 干渉不良

2018/09/21 2019/09/20 364 北行 右 変動なし ○

2016/10/07 2019/10/04 1092 北行 右 変動なし（小田萌山のみ）

2017/05/19 2019/05/17 728 北行 右 変動なし

2019/02/08 2019/05/17 98 北行 右 干渉不良

2017/06/21 2019/06/19 728 北行 右 変動なし

2019/03/13 2019/06/19 98 北行 右 干渉不良

2018/09/05 2019/09/04 364 南行 右 変動なし ○

2018/11/28 2019/09/04 280 南行 右 変動なし

2018/09/07 2019/09/06 364 北行 右 変動なし ○

「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（北方領土及び北海道）

観測
方向

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料
地
方 活火山名

観測日
期間
[日]

衛星
進行
方向

北
方
領
土

茂世路岳

散布山

指臼岳

小田萌山・
択捉焼山

択捉阿登佐岳
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マスター スレーブ

「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（北方領土及び北海道）

観測
方向

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料
地
方 活火山名

観測日
期間
[日]

衛星
進行
方向

2017/05/19 2019/05/17 728 北行 右 変動なし

2019/02/08 2019/05/17 98 北行 右 干渉不良

2017/03/01 2019/06/05 826 北行 右 干渉不良

2019/02/27 2019/06/05 98 北行 右 干渉不良

2018/08/24 2019/08/23 364 北行 右 変動なし ○

2018/09/05 2019/09/04 364 南行 右 変動なし ○

2018/11/28 2019/09/04 280 南行 右 干渉不良

2017/05/24 2019/05/22 728 北行 右 変動なし

2019/02/13 2019/05/22 98 北行 右 干渉不良

2018/07/30 2019/07/29 364 南行 右 変動なし

2018/10/22 2019/07/29 280 南行 右 変動なし

2018/09/12 2019/09/11 364 北行 右 変動なし ○

2018/09/19 2019/09/18 364 南行 右 変動なし ○

2018/12/12 2019/09/18 280 南行 右 干渉不良

2017/05/10 2019/05/08 728 北行 右 変動なし

2019/01/30 2019/05/08 98 北行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2017/06/26 2019/06/24 728 北行 右 変動なし

2019/03/18 2019/06/24 98 北行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2018/08/13 2019/08/12 364 南行 右 変動なし ○

2018/11/05 2019/08/12 280 南行 右 変動なし

2018/08/29 2019/08/28 364 北行 右 変動なし ○

2018/09/19 2019/09/18 364 南行 右 変動なし

2018/12/12 2019/09/18 280 南行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2017/05/10 2019/05/08 728 北行 右 変動なし

2019/01/30 2019/05/08 98 北行 右 干渉不良

2017/06/26 2019/06/24 728 北行 右 変動なし

2019/03/18 2019/06/24 98 北行 右 干渉不良

2018/08/13 2019/08/12 364 南行 右 変動なし ○

2018/11/05 2019/08/12 280 南行 右 変動なし

2018/08/15 2019/08/14 364 北行 右 変動なし ○

2018/08/29 2019/08/28 364 北行 右 変動なし（山体東側のみ）

北
方
領
土

ルルイ岳・爺爺
岳

羅臼山

泊山

ベルタルベ山
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第１４５回火山噴火予知連絡会 国土地理院

マスター スレーブ

「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（北方領土及び北海道）

観測
方向

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料
地
方 活火山名

観測日
期間
[日]

衛星
進行
方向

2017/05/10 2019/05/08 728 北行 右 干渉不良

2019/01/30 2019/05/08 98 北行 右 干渉不良

2017/06/12 2019/06/10 728 北行 右 変動なし

2019/03/04 2019/06/10 98 北行 右 干渉不良

2018/08/15 2019/08/14 364 北行 右 変動なし ○

2018/08/27 2019/08/26 364 南行 右 変動なし ○

2018/11/19 2019/08/26 280 南行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2016/10/03 2019/09/30 1092 北行 右 変動なし

2017/02/20 2019/05/27 826 北行 右 干渉不良

2019/02/18 2019/05/27 98 北行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2018/08/01 2019/07/31 364 北行 右 変動なし

2018/08/04 2019/08/03 364 南行 右 変動なし

2018/10/27 2019/08/03 280 南行 右 変動なし

2018/08/27 2019/08/26 364 南行 右 変動なし

2018/11/19 2019/08/26 280 南行 右 変動なし

2018/09/10 2019/09/09 364 南行 右 変動なし ○

2018/12/03 2019/09/09 280 南行 右 変動なし

2018/09/17 2019/09/16 364 北行 右 変動なし ○

2017/02/20 2019/05/27 826 北行 右 変動なし（一部干渉不良）

2019/02/18 2019/05/27 98 北行 右 変動なし（一部干渉不良）

2017/07/01 2019/06/29 728 北行 右 変動なし（山体西側のみ）

2019/03/23 2019/06/29 98 北行 右 変動なし（一部干渉不良、西側のみ）

2018/08/04 2019/08/03 364 南行 右 変動なし

2018/10/27 2019/08/03 280 南行 右 変動なし

2018/09/10 2019/09/09 364 南行 右 変動なし（気象ノイズあり） ○

2018/12/03 2019/09/09 280 南行 右 変動なし

2018/09/17 2019/09/16 364 北行 右 変動なし ○

2017/05/29 2019/05/13 714 北行 右 変動なし

2019/02/04 2019/05/13 98 北行 右 干渉不良

2017/07/01 2019/06/29 728 北行 右 変動なし

2019/03/23 2019/06/29 98 北行 右 干渉不良

2018/08/04 2019/08/03 364 南行 右 変動なし

2018/10/27 2019/08/03 280 南行 右 変動なし

2018/09/03 2019/09/02 364 北行 右 変動なし

2018/09/10 2019/09/09 364 南行 右 変動なし

2018/12/03 2019/09/09 280 南行 右 変動なし

2019/08/03 2019/10/26 84 南行 右 変動なし ○

2019/05/13 2019/10/28 168 北行 右 変動なし ○

2017/05/29 2019/05/13 714 北行 右 変動なし

2019/02/04 2019/05/13 98 北行 右 干渉不良

2017/07/01 2019/06/29 728 北行 右 変動なし

2019/03/23 2019/06/29 98 北行 右 干渉不良

2018/08/18 2019/08/17 364 南行 右 変動なし

2018/11/10 2019/08/17 280 南行 右 変動なし

2018/09/03 2019/09/02 364 北行 右 変動なし

2018/09/10 2019/09/09 364 南行 右 変動なし

2018/12/03 2019/09/09 280 南行 右 変動なし

2019/08/03 2019/10/26 84 南行 右 変動なし ○

2019/05/13 2019/10/28 168 北行 右 変動なし ○

雄阿寒岳

雌阿寒岳

知床硫黄山・
羅臼岳・天頂山

北
海
道

摩周

アトサヌプリ
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マスター スレーブ

「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（北方領土及び北海道）

観測
方向

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料
地
方 活火山名

観測日
期間
[日]

衛星
進行
方向

2017/06/03 2019/06/01 728 北行 右 変動なし

2019/02/23 2019/06/01 98 北行 右 干渉不良

2018/08/06 2019/08/05 364 北行 右 変動なし

2018/08/09 2019/08/08 364 南行 右 変動なし（山体西側のみ）

2018/09/01 2019/08/31 364 南行 右 変動なし ○

2018/09/22 2019/09/21 364 北行 右 変動なし ○

2017/06/03 2019/06/01 728 北行 右 変動なし

2019/02/23 2019/06/01 98 北行 右 干渉不良

2018/08/06 2019/08/05 364 北行 右 変動なし ○

2018/08/09 2019/08/08 364 南行 右 変動なし

2018/09/01 2019/08/31 364 南行 右 変動なし ○

2018/09/15 2019/09/14 364 南行 右 変動なし（山体西側のみ）

2018/12/08 2019/09/14 280 南行 右 干渉不良（山体西側のみ）

2018/09/22 2019/09/21 364 北行 右 変動なし（積雪ノイズあり）

2019/02/23 2019/06/01 98 北行 右 干渉不良

2017/06/22 2019/06/20 728 北行 右 変動なし

2019/03/14 2019/06/20 98 北行 右 干渉不良

2018/08/09 2019/08/08 364 南行 右 変動なし

2018/09/15 2019/09/14 364 南行 右 変動なし ○

2018/12/08 2019/09/14 280 南行 右 干渉不良

2018/09/22 2019/09/21 364 北行 右 変動なし ○

2017/03/02 2019/06/06 826 北行 右 干渉不良

2019/02/28 2019/06/06 98 北行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2018/07/31 2019/07/30 364 南行 右 変動なし ○

2018/10/23 2019/07/30 280 南行 右 変動なし

2018/08/11 2019/08/10 364 北行 右 変動なし

2018/08/25 2019/08/24 364 北行 右 変動なし

2016/09/29 2019/09/26 1092 北行 右 変動なし ○

2017/05/25 2019/05/23 728 北行 右 変動なし

2019/02/14 2019/05/23 98 北行 右 変動なし（一部干渉不良）

2018/08/11 2019/08/10 364 北行 右 変動なし

2018/06/28 2019/09/05 434 南行 右 変動なし ○

2017/09/14 2019/09/12 728 北行 右 変動なし ○

2017/05/25 2019/05/23 728 北行 右 変動なし

2019/02/14 2019/05/23 98 北行 右 干渉不良

2018/08/11 2019/08/10 364 北行 右 変動なし

2018/06/28 2019/09/05 434 南行 右 変動なし ○

2017/09/14 2019/09/12 728 北行 右 変動なし ○

2017/05/25 2019/05/23 728 北行 右
大湯沼で収縮とみられる衛星から遠ざかる変動
がみられます。

○

2019/02/14 2019/05/23 98 北行 右 変動なし（一部干渉不良）

2017/06/27 2019/06/25 728 北行 右
大湯沼で収縮とみられる衛星から遠ざかる変動
がみられます。

2019/03/19 2019/06/25 98 北行 右 変動なし

2018/06/28 2019/09/05 434 南行 右
大湯沼で収縮とみられる衛星から遠ざかる変動
がみられます。

○

2017/09/14 2019/09/12 728 北行 右
大湯沼で収縮とみられる衛星から遠ざかる変動
がみられます。

○

丸山

北
海
道

倶多楽

大雪山

十勝岳

利尻山

樽前山

恵庭岳
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「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（北方領土及び北海道）

観測
方向

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料
地
方 活火山名

観測日
期間
[日]

衛星
進行
方向

2017/06/27 2019/06/25 728 北行 右
有珠山の小有珠及び昭和新山の山頂付近で収
縮とみられる衛星から遠ざかる変動が見られま
す。

○

2019/03/19 2019/06/25 98 北行 右 変動なし ○

2018/07/31 2019/07/30 364 南行 右
有珠山の小有珠及び昭和新山の山頂付近で収
縮とみられる衛星から遠ざかる変動が見られま
す。

2018/10/23 2019/07/30 280 南行 右
有珠山の小有珠付近で収縮とみられる衛星から
遠ざかる変動が見られます。

2018/06/28 2019/09/05 434 南行 右
有珠山の小有珠及び昭和新山の山頂付近で収
縮とみられる衛星から遠ざかる変動が見られま
す。

2019/07/30 2019/10/22 84 南行 右 変動なし ○

2017/06/27 2019/06/25 728 北行 右 変動なし ○

2019/03/19 2019/06/25 98 北行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2018/07/31 2019/07/30 364 南行 右 変動なし ○

2018/10/23 2019/07/30 280 南行 右 変動なし

2017/06/27 2019/06/25 728 北行 右 変動なし ○

2019/03/19 2019/06/25 98 北行 右 干渉不良

2018/07/31 2019/07/30 364 南行 右 変動なし ○

2018/10/23 2019/07/30 280 南行 右 変動なし

2017/06/27 2019/06/25 728 北行 右 変動なし ○

2019/03/19 2019/06/25 98 北行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2018/07/31 2019/07/30 364 南行 右 変動なし ○

2019/02/12 2019/07/30 168 南行 右 干渉不良

2017/06/27 2019/06/25 728 北行 右 変動なし ○

2019/03/19 2019/06/25 98 北行 右 変動なし

2018/06/28 2019/09/05 434 南行 右 変動なし ○

2017/05/16 2019/05/14 728 北行 右 変動なし

2019/02/05 2019/05/14 98 北行 右 変動なし

2017/03/26 2019/06/30 826 北行 右 変動なし

2019/03/24 2019/06/30 98 北行 右 変動なし

2018/08/28 2019/08/27 364 南行 右 変動なし ○

2019/03/12 2019/08/27 168 南行 右 変動なし

2018/09/04 2019/09/03 364 北行 右 変動なし ○

渡島大島

北
海
道

有珠山

羊蹄山

ニセコ

北海道駒ヶ岳

恵山
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